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防災への備えは万全ですか？
災いは忘れたころに…

●効率的な行財政運営を目指して ●みんなで支えあい  笑顔広がる安心都市
●高城生涯学習センターオープン ●油断大敵！  振り込め詐欺
●未来へ残そう、きれいな水！

Miyakonojo City
Public Relations,
Miyazaki
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が
か
な
う　

南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ

May.2009
［Vol.41］

5



〈登録方法〉
携帯電話またはパソコンから
https://www.fastalarm.jp/miyazaki/ に
直接アクセスするか、下のQRコードから
アクセスし、登録してください。
●問い合わせ
　宮崎県危機管理課
　☎0985-26-7066

県
防
災
・
防
犯
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

　

気
象
情
報
や
避
難
勧
告
・
指
示
の
発

令
状
況
な
ど
の
各
種
防
災
情
報
を
メ
ー

ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ
の
活
用

　

市
で
は
昨
年
の
４
月
、
市
内
の
全
世

帯
に
防
災
マ
ッ
プ
を
配
布
し
ま
し
た
。

防
災
マ
ッ
プ
は
、
河
川
の
は
ん
ら
ん
や

土
砂
災
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
被

害
を
予
測
し
、
そ
の
被
害
の
範
囲
を
地

図
上
に
表
し
た
も
の
で
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
防
災
マ
ッ
プ
で
危
険
な

場
所
や
避
難
所
を
把
握
し
、
い
ざ
と
い

う
時
に
慌
て

ず
行
動
で
き

る
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し

ょ
う
。

昨年は、大雨や台風などによる大きな災害は発生しませんでしたが、過
去には農作物や家屋などに甚大な被害を与える台風などが襲来しました。
これから梅雨や台風のシーズンを迎えます。
いざという時に慌てることなく行動できるように、日ごろから防災意識
を持ち、災害に備えましょう。　
●問い合わせ　危機管理課　☎23-2129

災害への備えは
万全ですか？

平成17年９月　台風14号での土石流（安久町）

災
害
か
ら
身
を
守
る
の
は

早
め
の
避
難
で
す

　

毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
台
風
や

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
本

市
で
も
平
成
17
年
の
台
風
災
害
で
尊
い

人
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年

で
は
予
測
困
難
な
集
中
豪
雨
（
ゲ
リ
ラ

豪
雨
）
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る

に
は
、
山
鳴
り
が
す
る
な
ど
、
土
砂
災

害
の
前
兆
現
象
を
知
る
と
い
っ
た
普
段

か
ら
の
心
構
え
が
防
災
へ
の
第
一
歩
で

す
。
ま
た
、
宮
崎
県
や
気
象
台
が
発
表

す
る
大
雨
に
関
す
る
情
報
を
も
と
に
、

早
め
の
避
難
を
心
掛
け
、
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
一

度
、
皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
土

砂
災
害
の
危
険
個
所
が
な
い
か
、
自
分

た
ち
の
避
難
す
る
場
所
は
ど
こ
か
を
確

認
し
て
お
き
、
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め

に
避
難
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
情
報
を
聞
く
こ
と
が
大
切

　

災
害
時
の
情
報
は
、
市
の
広
報
車
や

宮
崎
県
の
防
災
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
５
、11　

）、

ラ
ジ
オ
（
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
都
城
76
・
4　

）

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

避
難
所
の
開
設
状
況
や
河
川
の
水
位
、

交
通
規
制
や
通
行
止
め
な
ど
の
情
報
を

随
時
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ChMHz

災いは忘れたころに・・・



 

５　

仮
設
公
衆
電
話
な
ど
の
利
用

　

仮
設
公
衆
電
話
は
、緊
急
性
の
高
い

　

用
件
の
み
と
し
ま
す
。災
害
時
は
電

　

話
回
線
が
込
み
合
う
た
め
、伝
言
ダ

　

イ
ヤ
ル
の
活
用
も
お
願
い
し
ま
す
。

 

６　

ペ
ッ
ト
な
ど
の
持
ち
込
み
は
禁
止

　

犬
や
猫
な
ど
、動
物
類
を
室
内
に
持

　

ち
込
む
こ
と
は
禁
止
し
ま
す
。知
人

　

や
ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
な
ど
に
預
け
る
な

　

ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

７　

飲
酒
や
喫
煙
の
制
限

　

飲
酒
や
喫
煙
は
、所
定
場
所
以
外
で

　

は
禁
止
。た
き
火
な
ど
も
厳
禁
で
す
。

【
風
水
害
の
場
合
】

●
一
晩
程
度
の
避
難
の
場
合
は
、
自
分

　

で
食
料（
３
食
分
程
度
）や
物
資（
毛

　

布
・
タ
オ
ル
な
ど
）
を
持
参

●
二
晩
以
上
避
難
生
活
が
続
く
場
合

　

は
、
必
要
に
応
じ
て
非
常
食
や
物
資

　

を
準
備
し
ま
す

【
地
震
・
火
山
災
害
の
場
合
】　

●
生
活
物
資
は
避
難
し
て
い
る
家
族
ご

　

と
に
配
給
し
ま
す

●
全
員
に
配
給
で
き
る
準
備
が
整
う
ま

　

で
は
配
給
し
ま
せ
ん

　

用
す
る
防
災
拠
点
で
す
。
避
難
生
活

　

が
長
期
に
な
る
場
合
に
は
、
配
食
の

　

当
番
を
決
め
る
な
ど
、
自
主
的
に
避

　

難
所
運
営
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

 

３　

事
務
室
な
ど
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

　

事
務
室
や
調
理
室
な
ど
、
避
難
者
全

　

員
の
た
め
に
必
要
と
な
る
部
屋
な
ど

　

は
、個
人
的
な
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

４　

食
料
や
生
活
物
資
の
配
給

　

食
料
や
生
活
物
資
の
配
給
は
、
次
の

　

と
お
り
行
い
ま
す
。

避
難
所
に
避
難
し
た
際
は
、
次
の
ル
ー

ル
を
守
り
、
よ
り
良
い
避
難
生
活
を
送

れ
る
よ
う
お
互
い
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

 

１　

避
難
者
情
報
の
登
録

　

避
難
者
の
情
報
を
家
族
単
位
で
登
録

　

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
避
難
者

　

カ
ー
ド
に
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日

　

な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

２　

避
難
所
運
営
へ
の
協
力

　

避
難
所
は
、
地
域
の
人
と
一
緒
に
利

避
難
所
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

※注意１　一次避難所は、台風など段階的に災害の発生が予測さ
　　　　　れる場合に、優先して開設する避難所です。
※注意２　二次避難所は、市のホームページや防災マップで確認
　　　　　してください。

施設の名称 所  在  地 連絡先
中央公民館 姫城町7－8 24－5969
総合社会福祉センター 松元町4－17 25－2123
小松原地区公民館 大王町29－6 24－1900
東小学校 上東町11－20 22－3481
祝吉地区公民館 郡元1丁目1－4 23－2890
水道局 下川東3丁目3235 23－4510
早水公園体育文化センター 早水町3867 24－6454
五十市地区公民館 南鷹尾町29－5 23－2184
長寿館 鷹尾3丁目4523－2 26－0114
横市地区公民館 南横市町3925－3 25－2257
勤労身体障害者教養文化体育施設 都原町3369 25－2018
沖水地区公民館 太郎坊町1839－1 38－1033
志和池地区公民館 上水流町1536 36－0519
乙房小学校 乙房町1707 37－0706
庄内地区公民館 庄内町12692 37－0888
吉之元小学校 吉之元町4518 33－1800
高野営農研修館 高野町3013－3 －
旧夏尾保育・児童館 夏尾町5430－2 －
梅北小学校 梅北町4687 39－4195
中郷地区市民交流センター 安久町6623 39－0121
吉河電機㈱宮崎工場 山之口町山之口711－123 57－4651
永野営農研修館 山之口町山之口1539－4 57－4220
山之口多目的研修センター 山之口町山之口3261－3 57－3377
山之口勤労福祉センター 山之口町花木1934－1 57－3111
高城原ふれあいスポーツ館 高城町大井手2025－1 －
高城勤労青少年ホーム 高城町桜木1962 58－4887
高城老人福祉館 高城町穂満坊303－2 58－3279
高城運動公園総合体育館 高城町穂満坊2492 58－5514
石山体育センター 高城町石山1109－3 58－5511
高城農村環境改善センター 高城町有水2986－1 59－9955
高城多目的研修集会施設 高城町四家1131－3 55－1144
山田総合福祉センター（けねじゅ苑） 山田町山田4319－2 64－2200
縄瀬地区活性化センター 高崎町縄瀬1823－3 62－0319
笛水児童館 高崎町笛水949－3 62－0539
高崎総合支所 高崎町大牟田1150－1 62－1111

都城市の指定避難所「一次避難所」



都
城
市
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
年
度
と
す
る
「
都
城
市
行
財
政

改
革
大
綱
」を
策
定
し
、行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、市
役
所
職
員
の
削
減
を
は
じ
め
、

市
債
残
高
の
削
減
や
公
共
施
設
の
民
間
委
託
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組
み
の
実
績
や
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

行
政
改
革
課　

☎
23-

７
１
６
１

　

平
成
17
年
度
ま
で
増
加
し
続
け
た
市
債
残
高

は
、
平
成
18
年
度
以
降
、
着
実
に
減
少
。
平
成

21
年
度
の
合
併
特
例
債
を
除
く
市
債
残
高
は
、

平
成
17
年
度
に
比
べ
１
９
４
億
円
減
少
し
て
お

り
、
合
併
し
て
３
年
間
の
行
財
政
改
革
の
成
果

が
着
実
に
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
み
ん
な
の

意
識
改
革
（
26
項
目
）

◆
情
報
の
積
極
的
な
提
供

　

市
の
行
財
政
改
革
大
綱
・
実
施
計
画

な
ど
の
計
画
・
指
針
の
積
極
的
な
情
報

提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
市

民
か
ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

◆
職
員
の
意
識
改
革

　

国
や
県
と
の
人
事
交
流
を
進
め
、
広
い

視
野
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
職
員
提
案
制
度
に
よ
り
、

改
善
す
べ
き
点
を
み
ん
な
で
共
有
し
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

つ
よ
く
て
柔
軟
性
の
あ
る

行
財
政
基
盤
（
73
項
目
）

◆
財
政
の
健
全
化

　

必
要
な
施
策
へ
予
算
を
重
点
配
分
で

き
る
よ
う
、
厳
し
い
シ
ー
リ
ン
グ
（
予

算
要
求
の
上
限
枠
）を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
課
が
節
約
し
た
一
定
割
合

の
予
算
を
新
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
動
機
付
け
）
予
算

を
平
成
19
年
度
か
ら
導
入
し
て
い
ま

す
。

◆
事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
な
ど

　

政
策
評
価
に
関
す
る
制
度
を
確
立

し
、
平
成
20
年
度
か
ら
事
務
事
業
の
評

価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
て

ま
っ
す
ぐ
、
改
革
！

災いは忘れたころに・・・
　

民
間
委
託
の
推
進
や
退
職
者
補
充
の
抑
制
に

よ
り
、
市
役
所
職
員
数
を
合
併
前
よ
り
も
１
５

１
人
削
減
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
22
年
度

ま
で
に
１
４
０
人
削
減
す
る
計
画
を
１
年
早
く

達
成
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
職
員
の

適
正
な
配
置
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
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151人

合併特例債
合併特例債以外

194億円

計画よりも1年早く、職員数151人削減！

市の借金を194億円削減！（　　　　　）合併特例債を含めても
90億円の削減

※平成17年度は旧1市4町の職員数の合計



◆
給
与
な
ど
の
適
正
化

　

国
に
準
じ
た
新
給
与
表
に
改
正
す
る

と
と
も
に
、
４
年
間
の
１
号
俸
昇
級
抑

制
、
特
殊
勤
務
手
当
の
見
直
し
・
廃
止

な
ど
、
職
員
の
給
与
な
ど
の
適
正
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

す
す
め
よ
う
、
市
民
と

行
政
の
協
働
（
20
項
目
）

◆
市
民
と
の
協
働
推
進

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に

お
い
て
、
市
民
７
名
を
加
え
た
策
定
体

制
を
組
織
化
し
、
市
民
参
加
の
仕
組
み

を
確
立
し
て
い
ま
す
。

く
ふ
う
で
良
く
し
よ
う

行
政
サ
ー
ビ
ス
（
21
項
目
）

◆
昼
窓
、
夜
窓
の
実
施

　

平
日
の
昼
休
み
時
間
の
受
付
窓
口
を

開
設
し
、
ま
た
、
夜
間
の
各
種
証
明
書

発
行
、
印
鑑
登
録
事
務
の
手
続
き
が
で

き
る
よ
う
毎
週
木
曜
日
の
午
後
７
時
ま

で
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◆
市
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
開
始

　

市
県
民
税
・
軽
自
動
車
税
な
ど
を
、

平
成
21
年
度
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
も
納
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

※

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
行
政
改
革
」

　

に
関
す
る
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
「
市
政
情
報
」
の
中
の
「
行
政
改
革
」

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

効
果
額
と
は
、
歳
入
に
お
い
て
は
、
税
の
徴

収
対
策
の
取
り
組
み
な
ど
、歳
出
に
お
い
て
は
、

人
件
費
や
人
件
費
以
外
の
経
費
な
ど
の
削
減
に

よ
る
効
果
を
数
値
化
し
た
も
の
で
す
。
平
成
17

年
度
か
ら
19
年
度
ま
で
の
効
果
額
（
実
績
）
は
、

約
52
億
円
と
な
り
、
計
画
額
よ
り
約
20
億
円
上

回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
17
年
度
か
ら
21

年
度
ま
で
の
効
果
額
合
計
（
実
績
＋
見
込
額
）

は
、
約
98
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
業
務
の
見
直
し
を
行
い
、
ご
み
収

集
業
務
な
ど
の
現
業
業
務
や
公
共
施
設
の
管
理

運
営
業
務
な
ど
に
つ
い
て
、
民
間
委
託
な
ど
を

進
め
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
末
で
累
計
１
３

７
施
設
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
。
今
後
も

公
共
施
設
の
民
営
化
を
進
め
、
民
間
活
力
を
生

か
し
た
改
革
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

民間委託などの推進！

行財政改革の効果は52億円！

民間委託などの主なもの

養護老人ホーム「東岳荘」「清風園」「望
峰園」、特別養護老人ホーム「白寿園」
を民間譲渡し、民営化

旧健康増進施設ウエルネスグリーンヒ
ルを民間企業に売却

養護老人ホーム「たちばな荘」などの
施設に指定管理者制度を導入

学校給食センターの調理業務の委託、ご
みの収集業務の一部委託
道路維持管理業務の一部業務委託、公
園管理業務の委託

効果額
（H17～H19）

計画額
項　目

歳入改革
効果

歳出改革
効果

効果額
合計

770

2,404

3,174

767

4,422

5,189

1,886

5,606

7,492

1,883

7,931

9,814

実績額 計画額 実績＋
見込額

効果額合計
（H17～H21）

（単位：百万円）

　

都
城
市
は
、
平
成
18
年
１
月
１
日
に
合
併
し
、
合
併
協
議
に
お
い
て
話
し
合
わ
れ
た
合
併
の

効
果
を
着
実
に
達
成
す
る
た
め
、
行
政
組
織
機
構
の
再
編
や
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
市
役
所
職
員
数
の
削
減
を
前
提
と
し
た
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
職

員
の
配
置
を
行
い
、
後
世
の
市
民
に
負
担
を
か
け
な
い
た
め
、
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

経
費
削
減
の
取
り
組
み
は
、
市
民
に
対
し
て
新
た
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
を
も
た
ら
し
ま
す
が
、
一
方
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
な
ど
デ
メ
リ
ッ
ト
が
発
生
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
あ
る
程
度
の
痛
み
を
分
か
ち
合
っ
て
い

た
だ
く
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
都
城
市
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
引
き
続
き
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

行財政改革に
ご理解、
ご協力を！

※表の数値は、改革効果額を試算したものであり、
　決算額ではありません
※効果額の試算は、都城市集中改革プランに基づ
　くため、行財政改革大綱と計画年度が違います



超
高
齢
社
会
へ
の
突
入

　

本
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口

は
、
平
成
20
年
10
月
１
日
現
在
、
４
万

３
、
７
６
７
人
で
、
全
体
の
約
25
㌫
を

占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
人
口
は
、
２
万
３
、

０
３
１
人
で
、
65
歳
以
上
74
歳
以
下
の

前
期
高
齢
者
人
口
２
万
７
３
６
人
を
上

回
っ
て
お
り
、
本
市
は
本
格
的
な
超
高

齢
社
会
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
施
策
を
進
め
る
た
め
の

４
つ
の
基
本
理
念

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
誰
も
が
安

心
し
て
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
た
め

に
は
、
一
人
一
人
の
個
性
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
充
実
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ほ

か
、
地
域
住
民
が
お
互
い
に
支
え
合

い
、
助
け
合
う
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

で
す
。

　

市
で
は
、
第
４
期
都
城
市
高
齢
者
福

祉
計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
を

④
市
民
協
働
に
よ
る福

祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
住
民
の
人
材
育
成
や
支
援
体
制

　

の
確
保
な
ど
を
行
い
、
住
み
よ
い
福

　

祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

理
想
の
福
祉
都
市
を
目
指
し
て

　

市
で
は
、
今
後
、
都
城
市
総
合
計
画

の
基
本
理
念
で
あ
る
「
ゆ
た
か
な
心
が

育
つ
ま
ち
」
や
地
域
福
祉
計
画
の
「
地

域
住
民
が
お
互
い
に
支
え
あ
う
仕
組

み
」な
ど
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

誰
も
が
こ
こ
に
暮
ら
し
て
良
か
っ
た
と

実
感
で
き
、こ
の
ま
ち
に
誇
り
を
も
ち
、

健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

策
定
し
、
次
の
４
つ
の
基
本
理
念
に
基

づ
い
て
、
高
齢
者
施
策
を
積
極
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。　

①
個
人
の
尊
厳
の
保
持

　

成
年
後
見
制
度
の
普
及
・
啓
発
や
高

　

齢
者
虐
待
を
早
期
発
見
で
き
る
た
め

　

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
認
知
症

　

の
人
な
ど
を
支
え
る
支
援
体
制
の
構

　

築
な
ど
、
高
齢
者
な
ど
の
人
権
を
守

　

る
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す

②
介
護
予
防
の
充
実

　

す
べ
て
の
高
齢
者
な
ど
が
、
生
涯
に

　

わ
た
っ
て
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を

　

送
れ
る
よ
う
、
介
護
を
要
す
る
状
態

　

に
な
ら
な
い
た
め
の
介
護
予
防
施
策

　

を
推
進
し
ま
す

③
介
護
支
援
体
制
の
充
実

　

要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、
高
齢
者

　

な
ど
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
、

　

で
き
る
限
り
自
立
し
た
生
活
が
送
れ

　

る
よ
う
、
介
護
支
援
体
制
を
整
え
ま

　

す

第
４
期
都
城
市
高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
の
３
年
間
を
対
象
に
し
た
、
第
４
期
都
城
市
高
齢
者
福
祉

計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課　

☎
23-

２
１
１
４

み
ん
な
で
支
え
あ
い 

笑
顔
広
が
る
安
心
都
市



□４月から、介護保険料が改定されました
　65歳以上の人の介護保険料は、３年ごとに見直します。介護保険料は、市で今後３年間に必要な介護保
険の総費用から算出された「基準額」を基に、原則としてその人の世帯の所得に応じて決められます。
　介護保険料は、介護保険を社会全体で支える大切な財源です。こうした財源を有効に活用するため、納入
について市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　□介護保険の状況
　　高齢者人口の増加とともに、本市でも介護保険サービスを利用する人が増えており、それに伴い介
　護サービスに要する費用も増加してきています。現在は、要介護認定者のうち半数近くが軽度の要介
　護認定者（要支援１・２および要介護１）ですが、今後は少しずつ重度の要介護認定者が増えてくる
　ことが予想されます。安定した介護保険制度の運営のためには、介護が必要な人を増やさない取り組
　みとともに、介護が必要になっても重度化させない取り組みも必要です。市では、介護予防と介護支
　援体制のさらなる充実を目指します。
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350

市で必要な
介護サービスの総費用

市内に住む65歳以上の
人の負担分（20％）

市内に住む65歳以上の
人の人数

基準額（年額）
50,400円× ÷ ＝

所得段階 介護保険料
（年額）　　　

　（基準額×調整率）

所得段階 介護保険料
（年額）　　　

（基準額×調整率）
第1段階　25,200円
（基準額×0.5）
第2段階　25,200円
（基準額×0.5）
第3段階　37,800円
（基準額×0.75）
第4段階　44,100円
（基準額×0.875）※
第5段階　50,400円
（基準額×1.00）※
第6段階　63,000円
　（基準額×1.25）
第7段階　75,600円
　（基準額×1.5）

第1段階　24,600円
（基準額×0.5）
第2段階　24,600円
（基準額×0.5）
第3段階　36,900円
（基準額×0.75）

第4段階　49,200円
（基準額×1.00）

第5段階　61,500円
（基準額×1.25）
第6段階　73,800円
（基準額×1.5）

平成21～23年度（新） 平成18～20年度（旧）あなたの保険料は？スタート
はい

はい

はい

はい

いいえいいえ

いいえ

いいえ

生活保護を
受けている 老齢

福祉年金を
受けている

市民税を
納めている（本人が
市民税課税者）

同じ世帯に
市民税を納めて
いる人がいる

本人の前年の
年金収入額+
合計所得金額が
80万円以下

本人の前年の
年金収入額+
合計所得金額が
80万円以下

前年の
合計所得金額が
200万円以上はい

はい

いいえ

はい

いいえ
いいえ

■都城市の介護保険給付費の推移 ■都城市要支援・要介護認定者数の推移

50%

33%

（億円）

17%

50%

32%

18%

50%

31%

19%

50%

30%

20%

65歳以上の方の負担分（保険料）

公　費

40～64歳以上の方の負担分（保険料）

３
年
間
の
総
給
付
費
見
込
額

第１期
（12～14年度）

第２期
（15～17年度）

第３期
（18～20年度）

第４期
（21～23年度）

約232億円

約305億円

約325億円
約352億円

14年度 17年度 20年度 23年度

1,513

1,933

953

645

636

631

2,137

2,080

915

839

738

684

1,408

863

1,490

1,190

1,189

863

814

1,420

6,311人

7,393人
7,817人 7,920人

847

1,489

1,239

1,215

910

800 ■要介護5

■要介護4

■要介護3

■要介護2

■要介護1

■要支援2

■要支援1等

※14～17 年度は、要支援および要介護 1～5で区分された実績値
※20～23 年度は、予防給付を開始し要支援 1・2および要介護 1～5で区分された実績値と推計値

※平成２１年度からは、保険料旧第４段階を４段階と５段階に分け、
　７段階としました

（人）



誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
ま
す

　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
す

る
機
会
を
広
く
提
供
し
た
り
、
読
書
を

楽
し
ん
だ
り
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
地

区
公
民
館
と
図
書
館
の
機
能
を
併
せ

持
っ
た
総
合
施
設
と
し
て
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
、
地
域
づ
く
り
や
人
づ

く
り
の
た
め
の
活
動
拠
点
と
し
て
運
営

し
て
い
き
ま
す
。

○
多
目
的
研
修
室

　

音
楽
の
発
表
会
や
講
演
会
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
物
に
対
応
で
き
ま
す
。

ま
た
、
移
動
観
覧
席
を
収
納
し
て
、
机
、

イ
ス
を
並
べ
て

の
講
習
会
に
も

利
用
で
き
ま
す
。

※

移
動
観
覧
席

　

２
３
０
席
、

　

一
般
椅
子

　

53
席
、

　

親
子
席
８
席

○
学
習
室
（
会
議
室
・
和
室
）

　

会
議
、
研
修
会
、
講
習
会
、
そ
の
他

生
涯
学
習
活
動
に
利
用
で
き
ま
す
。

※

会
議
室
は
、座
席
数
54
席
。
和
室
は
、

　

20
畳
の
広
さ
で
座
卓
11
台

高
城
地
区
公
民
館

○
学
習
室
（
調
理
室
）

　

料
理
講
習
会
や
調
理
実
習
な
ど
の
生

涯
学
習
活
動
に
利
用
で
き
ま
す
。

※

調
理
実
習
台
が
５
台
（
オ
ー
ブ
ン
レ

　

ン
ジ
付
き
）

○
利
用
案
内

■
申
し
込
み

　

申
込
受
付
は
、
多
目
的
研
修
室
に
つ

　

い
て
は
６
カ
月
前
か
ら
、
そ
の
ほ
か

　

の
部
屋
に
つ
い
て
は
２
カ
月
前
か
ら

　

受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
使
用
許

　

可
申
請
書
は
、
使
用
日
の
７
日
前
ま

　

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
利
用
時
間

　

休
館
日
を
除
き
、
９
時
〜
22
時

※

準
備
な
ど
の
時
間
も
含
み
ま
す

■
休
館
日

　

毎
月
第
３
日
曜
日
（
家
庭
の
日
）、

年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

　

児
童
書
を
中
心
に
約
３
万
５
、
０
０

０
冊
を
所
蔵
。
図
書
館
管
理
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
て
、
市
立
図
書
館
の
図
書
を

取
り
寄
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
低
い
位
置
に
書
架
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
も
利
用
し

や
す
い
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
、

小
学
生
以
下
の
児
童
を
対
象
に
し
た
読

み
聞
か
せ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
定
期
的

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

多目的研修室の様子

読み聞かせコーナー

高
城
図
書
館

地区公民館と図書館を併設した高城生涯学習センターが完成し、5月1日にオープンしました。
ぜひ一度、友達やサークルなどの仲間を誘って利用してみませんか？

●問い合わせ　高城地区公民館　☎58-2317　高城図書館　☎58-4224

高城生涯学習センター
オープン！

　

な
お
、
市
立

図
書
館
と
同
様
、

所
蔵
し
て
い
る

図
書
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
検
索

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://tosho.city.m
iyakonojo.m

iya
zaki.jp

■
開
館
時
間

　

９
時
30
分
〜
18
時

■
休
館
日

　

毎
週
火
曜
日
、
毎
月
第
３
日
曜
日
、

国
民
の
祝
日
（
子
ど
も
の
日
と
文
化
の

日
は
開
館
）、
年
末
年
始
（
12
月
28
日

〜
１
月
４
日
）

※

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
日
あ
り

↑
至
宮
崎

至
都
城
市
街
↓

自動車学校
●

高城高
●

高城総合支所●

高城小
●●

高城中

●高城郵便局
10

47

高城生涯学習センター

高城地区公民館
高 城 図 書 館



　

市
町
村
な
ど
の
職
員
が
、
電
話
で
Ａ

Ｔ
Ｍ
機
に
誘
導
し
、
お
金
を
振
り
込
ま

せ
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
知
っ
て
い
る
の
に
、
う
っ
か
り
と

お
金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
う
原
因
と
し

て
は
、
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
時
に
、

冷
静
な
判
断
が
で
き
な
い
パ
ニ
ッ
ク
状

態
に
な
っ
た
り
、
自
分
は
大
丈
夫
だ
と

い
う
過
度
な
思
い
こ
み
を
し
て
い
た
り

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
も
し
も
、
不
審
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
ら
、
ま
ず
次
の
こ
と
を
思
い
出

し
て
冷
静
な
対
応
を
し
ま
し
ょ
う
。

 

①
慌
て
な
い

 

②
す
ぐ
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
機
に
行
か
な
い

 

③
事
実
の
確
認
を
す
る

 

④
相
手
の
名
前
、
連
絡
先
を
聞
き

 　
「
１
０
４
」※

で
調
べ
る

　

※
電
話
番
号
案
内
。
会
社
名
な
ど
か
ら
電
話
番
号
を
調

　
　

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

 

⑤
す
ぐ
に
警
察
や
生
活
文
化
課
へ

　

 

通
報
す
る

オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

身
近
な
家
族
を
名
乗
る
だ
け
で
な

く
、
警
察
官
や
弁
護
士
な
ど
の
ふ
り
を

し
て
電
話
を
掛
け
て
き
ま
す
。「
身
内

が
交
通
事
故
や
借
金
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

に
遭
っ
た
」
な
ど
と
言
い
、
パ
ニ
ッ
ク

状
態
に
な
っ
た
家
族
に
指
定
し
た
口
座

に
示
談
金
な
ど
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と

し
ま
す
。

還
付
金
等
詐
欺

　

市
町
村
な
ど
の
行
政
職
員
を
装
い
、

納
め
す
ぎ
た
税
金
や
医
療
費
の
特
別
控

除
な
ど
の
還
付
金
が
あ
る
よ
う
に
見
せ

か
け
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
機
に
誘
導
し
操
作
を
さ

せ
て
お
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
し
ま

す
。

新
た
な
詐
欺

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
機
を
操
作
さ
せ
て
、
お
金
を

振
り
込
ま
せ
る
手
口
の
ほ
か
に
、
最
近

で
は
、
現
金
書
留
や
小
包
で
お
金
を
送

ら
せ
る
と
い
う
新
た
な
手
口
も
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

　

振
り
込
め
詐
欺
と
は
、「
オ
レ
オ
レ

詐
欺
」「
還
付
金
等
詐
欺
」「
架
空
請
求

詐
欺
」「
融
資
保
証
金
詐
欺
」
を
総
称

し
た
も
の
で
す
。
最
近
で
は
、
市
役
所

職
員
の
名
を
か
た
っ
て
定
額
給
付
金
の

給
付
を
装
い
、Ａ
Ｔ
Ｍ
機
（
現
金
自
動

預
払
機
）
を
操
作
さ
せ
、
お
金
を
振
り

込
ま
せ
る
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
都
城
警
察
署
管
内
（
本
市
と

三
股
町
）の
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
は
、

昨
年
１
年
間
に
43
件（
被
害
総
額
約
２
、

９
０
０
万
円
）
で
被
害
は
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。

知
っ
て
く
だ
さ
い
。
巧
妙
な
手
口

怪
し
い
電
話
に
ご
用
心

　

毎
年
５
月
は
「
消
費
者
月
間
」、

５
月
30
日
は
「
消
費
者
の
日
」
で
す
。

こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
都
城
地
区

で
は
宮
崎
県
都
城
地
方
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
で
消
費
生
活
に
関
す
る
講
座

が
開
か
れ
ま
す
。

●
日
時　

５
月
25
日
㈪

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

●
場
所　

宮
崎
県
都
城
地
方
消
費
生

　
　
　
　

活
セ
ン
タ
ー
（
栄
町
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

宮
崎
県
都
城
地
方

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
24-

０
９
９
８

全
国
で
広
が
る
振
り
込
め
詐
欺
。
都
城
地
域
で
も
被
害
は
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
慌
て
ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。　　
　
　

●
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課　

☎
23-

７
１
５
４

振
り
込
め
詐
欺

油断
大敵!

分
か
っ
て
い
る
の
に
だ
ま
さ
れ
る

■都城警察署管内の被害状況

4件

11件

オレオレ詐欺還付金等詐欺

架空請求詐欺

融資保証詐欺

24件

4件

※平成20年1月から12月末現在で、警察への相談件数は373件。
　そのすべてが被害に遭っていたと仮定すると、被害総額は
　約 2億5,000万円になります。

43件
被害総額
約2,900万円

（平成20年12月末現在）

５
月
は
消
費
者
月
間



　

洗
面
所
な
ど
の
生
活
排
水
や
工
場
排

　

水
を
、
終
末
処
理
場
で
き
れ
い
な
水

　

に
処
理
す
る
の
で
、
河
川
の
汚
れ
を

　

防
止
し
ま
す

②
ま
ち
の
環
境
を
良
く
し
ま
す

　

生
活
排
水
や
工
場
排
水
が
道
路
側
溝

　

に
流
れ
な
く
な
る
の
で
、
悪
臭
が
な

　

く
な
り
、
ハ
エ
や
蚊
の
発
生
を
抑
え

　

ら
れ
生
活
環
境
が
改
善
さ
れ
ま
す

■
接
続
工
事
は
指
定
工
事
店
で

　

接
続
工
事
は
、
必
ず
市
の
指
定
工
事

店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事

店
は
、
後
で
不
具
合
が
生
じ
な
い
よ
う

排
水
設
備
の
構
造
な
ど
細
か
な
点
ま
で

市
の
指
導
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
後
の

融
資
申
請
を
含
む
す
べ
て
の
手
続
き
を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
指
定
工
事
店
以
外
で
工
事
を

行
う
と
違
反
工
事
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

中
央
・
都
城
処
理
区
…
下
水
道
課

　

☎
23-

５
９
２
１

山
之
口
処
理
区
…
山
之
口
総
合
支
所

建
設
課　

☎
57-

３
１
１
１

高
城
処
理
区
…
高
城
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
58-

２
３
１
１

山
田
処
理
区
…
山
田
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
64-

１
１
１
１

高
崎
処
理
区
…
高
崎
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
62-

１
１
１
１

は
下
水
道
へ
の
速
や
か
な
接
続
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
下
水
道
供

用
区
域
に
住
ん
で
い
て
未
接
続
の
皆
さ

ん
も
、
早
め
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

■
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
に

　

下
水
道
供
用
開
始
さ
れ
た
区
域

　
（
平
成
20
年
度
下
水
道
工
事
完
成
区

　

域
）

●
都
城
処
理
区

　

志
比
田
町
、
南
鷹
尾
町
、
都
島
町
、

　

一
万
城
町
、
広
原
町
、
早
水
町
、

　

都
北
町
の
各
一
部

●
高
崎
処
理
区

　

高
崎
町
下
新
田
、
旭
区
の
各
一
部

●
山
之
口
処
理
区

　

山
之
口
町
下
平
の
一
部

■
平
成
21
年
度

　

公
共
下
水
道
工
事
予
定
個
所

●
都
城
処
理
区

　

一
万
城
町
、
広
原
町
、
立
野
町
、

　

都
島
町
、
南
鷹
尾
町
、
志
比
田
町
、

　

下
川
東
三
丁
目
の
各
一
部

●
高
城
処
理
区

　

高
城
町
大
井
手
の
一
部

●
高
崎
処
理
区

　

高
崎
町
下
新
田
の
一
部

■
下
水
道
に
接
続
す
る
と
・
・
・

①
川
の
汚
れ
を
防
ぎ
ま
す

　

家
庭
の
ト
イ
レ
、
台
所
、
風
呂
場
、

接
続
し
て
い
る
割
合
は
約
76
㌫
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
し
く
下
水
道
の
供
用
が
開

始
さ
れ
た
区
域
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
該
当
地
区
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん

　

平
成
18
年
１
月
の
合
併
に
よ
っ
て
都

城
市
の
下
水
道
処
理
区
は
６
つ
と
な

り
、
現
在
、
処
理
面
積
は
２
、
０
８
９

㌶
、
処
理
人
口
は
６
５
、
３
０
６
人
で

す
。
ま
た
、
処
理
区
域
内
で
下
水
道
に

2009.5 10

下
水
道
に

　

接
続
し
て

　
　

美
し
い
川
を

大
淀
川
の
水
質
は
平
成
19
年
の
水
質
ラ
ン
キ
ン
グ
で
九
州
の
一
級
河
川
26

河
川
中
21
位
で
あ
り
、
決
し
て
良
い
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
淀
川
流
域
の
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
、
今
後
も
河
川
の
浄
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。



井
戸
水
を
利
用
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
！

あ
な
た
の
井
戸
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

井
戸
水
を
飲
料
水
と
し
て
利
用
す

る
場
合
は
、
検
査
が
必
要
で
す
。
宮

崎
大
学
と
共
同
で
行
っ
て
い
る
浅
い

井
戸
の
硝
酸
態
窒
素
濃
度
調
査
に
よ

る
と
、
基
準
値
を
超
え
た
井
戸
の
割

合
は
徐
々
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
現
在
で
も
約
７
㌫

の
井
戸
が
基
準
値
を
超
え
て
い
ま

す
。
井
戸
水
を
飲
料
水
と
し
て
利
用

す
る
場
合
は
、
事
前
の
検
査
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

【
都
城
保
健
所
で
の
水
質
検
査
】

●
日
時　

毎
週
月
曜
日

　

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
14
時

●
検
査
手
数
料　

６
、
７
４
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
10
項
目
）

●
そ
の
他　

保
健
所
が
用
意
し
た
検

　

査
容
器
に
採
水
し
て
く
だ
さ
い

※

保
健
所
で
の
検
査
の
ほ
か
、「
環
境

　

ま
つ
り
」
な
ど
で
硝
酸
態
窒
素
濃

　

度
測
定
の
み
を
無
料
で
実
施
し
て

　
い
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

　

都
城
保
健
所　

☎
23-

４
５
０
４

雨水

雨どい

旧排水升
ポンプ

雨水升

蛇口

浄化槽タンク

隔壁も撤去する

満水時のオーバー
フロー雨水

マンホール

浄化槽を転用した雨水利用システム

貯留施設

浸透施設

浸透升
浸透トレンチ

雨どい取り付け型

雨水貯留槽を設置すると…
･雨水の活用により、水の節約に
なります
･雨水を一時貯留し、河川への負
担を軽減します

雨水浸透施設を設置すると…
・雨水を地中に戻し、自然環境
を保全します
・雨水の流出を抑え、浸水被害
を軽減します

下水道が使えるようになったら
・下水道へ切り替える際に、現在使
用している単独・合併浄化槽を
雨水貯留施設に転用できます

雨どい取り付け型の
雨水貯留施設

地
下
水
も
限
り
あ
る
資
源
で
す

市
で
は
、
私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
地
下
水
を
将
来
に
わ
た
っ
て

守
っ
て
い
く
た
め
、
雨
水
貯
留
施
設
（
雨
水
貯
留
槽
な
ど
）
お
よ
び
小

規
模
雨
水
浸
透
施
設
（
雨
水
浸
透
升
な
ど
）
を
設
置
す
る
人
に
対
し
て
、

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

森
林
保
全
課　

☎
23-

２
１
５
２

逆止弁

未来へ残そう、きれいな水！

雨
水
貯
留
施
設
へ
の
補
助

　

雨
水
貯
留
施
設
は
、
容
量
１
０
０
㍑

以
上
の
雨
水
を
貯
留
で
き
る
簡
易
な
施

設
で
、流
入
前
の
ご
み
取
り
装
置
、オ
ー

バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
お
よ
び
水
栓
を
備
え

て
い
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
者
・
地
域　

市
内
に
居
住

し
て
い
る
人
（
個
人
の
み
）、
市
内
全
域

●
補
助
金
額　

設
置
工
事
に
要
し
た
費

用
の
３
分
の
１
（
上
限
３
万
円
）
で
、

設
置
基
数
は
１
戸
に
つ
き
１
基

※

補
助
基
数
に
は
限
り
が
あ
り
、
受
け

　

付
け
は
先
着
順
で
す
。
補
助
を
受
け

　

た
い
人
は
、
設
置
工
事
の
前
に
森
林

　

保
全
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

小
規
模
雨
水
浸
透
施
設
へ
の
補
助

　

雨
水
浸
透
施
設
は
、
底
や
側
面
に
穴

の
開
い
た
升
の
こ
と
で
、
雨
ど
い
か
ら

こ
の
施
設
に
流
れ
込
ん
だ
雨
水
は
、
地

中
へ
浸
透
し
て
い
く
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

補
助
対
象
者
や
地
域
、
補
助
金
額
な

ど
、
詳
し
く
は
森
林
保
全
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。



みやこんじょ情報局 月５
医　療

●
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課　

☎
23-

２
６
８
４

医
療
費
助
成
で

生
活
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す　

【
寡
婦
医
療
制
度
】

⑴
都
城
市
内
在
住
の
、
60
歳
以
上
70

　

歳
未
満
の
人

⑵
寡
婦
ま
た
は
一
人
暮
ら
し
の
女
性

⑶
保
険
証
に
本
人
以
外
の
被
保
険
者

　

や
被
扶
養
者
が
記
載
さ
れ
て
い
な

　

い
。
ま
た
、
生
活
保
護
な
ど
の
医

　

療
費
助
成
を
受
け
て
い
な
い

⑷
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

　

⑴
〜
⑷
の
す
べ
て
に
該
当
し
た
場

合
、
都
城
市
、
三
股
町
の
医
療
機
関

の
窓
口
で
、
資
格
証
を
提
示
す
れ
ば

ひ
と
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
（
入
院

時
食
事
負
担
金
、
差
額
室
料
、
予
防

接
種
、
検
診
な
ど
保
険
外
診
療
分
は

除
く
）
の
額
か
ら
１
、
０
０
０
円
を

差
し
引
い
た
額
が
、
診
療
月
の
翌
々

月
に
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込
ま

れ
ま
す
。
都
城
市
、
三
股
町
以
外
で

受
診
し
た
場
合
は
こ
ど
も
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
の
窓
口
に

申
請
が
必
要
で
す
。

※

認
定
前
の
診
療
に
つ
い
て
は
、
助

　

成
の
対
象
外
と
な
り
ま
す

●
資
格
証
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

　

本
人
の
保
険
証
、通
帳
、印
鑑
（
ス

　

タ
ン
プ
式
不
可
）

※

継
続
し
て
助
成
を
受
け
る
に
は
毎

　

年
８
月
に
更
新
手
続
き
が
必
要
で

　

す

　

ま
た
、昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
制
度

改
正
に
よ
り
、宮
崎
県
内
の
入
院
で
あ

れ
ば
資
格
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
で

提
示
す
れ
ば
支
払
い
が
１
、０
０
０
円

で
済
む
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
医
療

保
険
に
つ
い
て
は
、
養
育
し
て
い
る

父
、
母
が
被
保
険
者
で
な
く
て
も
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
元

夫
、
元
妻
の
扶
養
の
場
合
は
除
く
）

●
対
象　

20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
扶

　

養
す
る
配
偶
者
の
な
い
父
、
母
と

　

そ
の
子
ど
も
（
18
歳
に
な
る
年
度

　

末
ま
で
）
の
医
療
費
（
入
院
時
食

　

事
負
担
金
、
差
額
室
料
、
予
防
接

　

種
、
検
診
な
ど
保
険
外
診
療
分
は

　

除
く
）

※

父
母
の
い
な
い
児
童
を
扶
養
し
て

　

い
る
兄
姉
、
祖
父
母
、
お
じ
、
お

　

ば
で
現
在
婚
姻
し
て
い
な
い
人
も

　

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
そ
の
他　

認
定
前
の
診
療
に
つ
い

　

て
は
、
助
成
の
対
象
外
と
な
り
ま

　

す
。
ま
た
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

●
資
格
証
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

　

世
帯
員
全
員
の
保
険
証
、父
・
母
本

　

人
の
通
帳
、印
鑑（
ス
タ
ン
プ
式
不

　

可
）。そ
の
ほ
か
戸
籍
謄
本
、所
得

　

証
明
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

※

継
続
し
て
助
成
を
受
け
る
に
は
毎
年

　

８
月
に
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す

●
資
格
証
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

　

乳
幼
児
の
保
険
証
、
保
護
者
の
通

　

帳
、
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）

　

そ
の
ほ
か
所
得
証
明
が
必
要
な
場

　

合
が
あ
り
ま
す

●
乳
幼
児
医
療
自
己
負
担
額

　

自
己
負
担
額
は
、
月
ご
と
、
診
療

　

機
関
ご
と
に
負
担

•
入
院
の
場
合　

小
学
校
入
学
前
ま

　

で
３
５
０
円

•

外
来
の
場
合　

５
歳
に
な
る
月
ま

　

で
３
５
０
円
、
５
歳
に
な
っ
た
翌

　

月
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
８
０

　

０
円
（
調
剤
薬
局
無
料
）

【
母
子
・
父
子
家
庭
の
医
療
費
助
成
】

　

都
城
市
ま
た
は
三
股
町
の
医
療
機
関

の
窓
口
で
、
資
格
証
を
提
示
す
れ
ば
、

ひ
と
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
額
か
ら

１
、
０
０
０
円
を
差
し
引
い
た
額
が
診

療
月
の
翌
々
月
に
指
定
さ
れ
た
口
座
に

振
り
込
ま
れ
ま
す
。
都
城
市
、
三
股
町

以
外
で
受
診
し
た
場
合
は
こ
ど
も
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
の
窓
口

で
申
請
が
必
要
で
す
。

【
乳
幼
児
期
の
医
療
費
助
成
】

　

県
内
の
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、
資

格
証
と
保
険
証
を
医
療
機
関
の
窓
口

で
提
示
す
れ
ば
医
療
費
（
入
院
時
食

事
負
担
金
、
差
額
室
料
、
予
防
接
種
、

検
診
な
ど
保
険
外
診
療
分
は
除
く
）

の
支
払
い
が
下
記
の
自
己
負
担
額
に

な
り
ま
す
。

　

県
外
で
受
診
し
た
場
合
な
ど
、
資

格
証
を
使
え
な
か
っ
た
場
合
は
、
こ

ど
も
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康
福

祉
課
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
支
払
っ
た
医
療
費
と
自
己
負
担

額
の
差
額
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
１
日
か
ら
制
度

を
拡
充
し
、
５
歳
以
上
の
外
来
診
療

分
に
つ
い
て
も
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
制
度
拡
充
前
か
ら
資
格
の
あ
る

人
に
は
、
昨
年
９
月
に
す
で
に
新
し

い
資
格
証
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
届
い
て
い
な
い
と
い
う
場
合
は

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※

所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん



健 

康
●
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
23‐

２
７
６
５　

介
護
保
険
課　

☎
23‐

３
１
８
４

特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

【
特
定
健
康
診
査
（
無
料
）】

●
対
象　

40
歳
〜
74
歳
（
平
成
22

年
３
月
31
日
現
在
）
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
（
妊
産
婦
、
長
期
入

院
者
な
ど
を
除
き
ま
す
）

【
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
（
無
料
）】

●
対
象　

75
歳
以
上
の
人
（
長
期

入
院
者
な
ど
を
除
く
）

※

心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査
に
つ

　

い
て
は
、
保
険
診
療
に
な
り
ま
す

●
そ
の
他　

75
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
て
か
ら
健
診
期
間
内
に
健
診
を
受

け
る
人
は
後
期
高
齢
者
健
診
を
、
75

歳
の
誕
生
日
前
に
健
診
を
受
け
る
人

は
特
定
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い

【
生
活
機
能
評
価
（
無
料
）】

特
定
健
診
と
同
時
に
実
施
し
ま
す

●
対
象　

65
歳
以
上
の
人
（
要
支

援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
は
除
く
）

※

国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
加

　

入
者
も
対
象

●
内
容　

生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
の

結
果
、必
要
な
人
に
は
、貧
血
検
査
、

心
電
図
な
ど
の
生
活
機
能
検
査
を

行
い
ま
す

　

特
定
健
康
診
査
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
そ
の
予
備
群

の
人
に
対
し
、
改
善
と
予
防
に
向

け
た
保
健
指
導
を
行
う
も
の
で
す
。

●
期
間　

６
月
１
日
㈪
〜

　
　
　
　

10
月
31
日
㈯

●
場
所　

指
定
医
療
機
関

●
内
容　

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、

血
液
検
査
、
尿
検
査
な
ど

※

昨
年
の
結
果
に
よ
っ
て
は
心
電

　

図
検
査
、
眼
底
検
査
も
行
い
ま
す

●
受
診
方
法　

５
月
末
ま
で
に
送

付
す
る
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」

ま
た
は
、「
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

受
診
券
」
と
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
を
医
療
機
関
窓
口
で
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
総
合

支
所
管
内
で
実
施
し
て
い
た
集
団

健
診
は
行
わ
ず
、
す
べ
て
個
別
健

診
と
な
り
ま
す

※

昨
年
の
健
診
結
果
を
持
っ
て
い
る

　

人
は
、
受
診
時
に
持
参
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

特
定
健
康
診
査
、
後
期

高
齢
者
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
健
康

課
、
生
活
機
能
評
価
に
つ
い
て
は
介

護
保
険
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

子
育
て

●
問
い
合
わ
せ 

保
育
課 

☎
23-

４
８
９
４　

吉
井
病
児
園「
お
ひ
さ
ま
」 

☎
25-

１
８
４
９

病
後
児
保
育
で
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

●
利
用
時
間

　

９
時
〜
18
時
（
平
日
）

　

９
時
〜
12
時
（
土
曜
日
）

※

日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末

　

年
始
は
休
み

●
定
員　

４
人

●
利
用
方
法　

前
日
ま
た
は
当
日
、

吉
井
病
児
園
に
予
約
が
必
要
で
す
。

当
日
ま
た
は
前
日
に
か
か
り
つ
け

医
で
受
診
し
、
病
後
児
保
育
利
用

申
請
書
に
か
か
り
つ
け
医
の
印
を

も
ら
っ
て
か
ら
の
預
か
り
に
な
り

ま
す
。
利
用
申
請
書
は
各
小
児
科
、

吉
井
病
児
園
、
市
役
所
保
育
課
に

置
い
て
あ
り
ま
す

※

預
か
り
後
、
病
状
が
悪
化
し
た

　

場
合
は
保
護
者
へ
連
絡
し
、
お

　

迎
え
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す

●
そ
の
他　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

水
ぼ
う
そ
う
、
は
し
か
、
お
た
ふ

く
風
邪
な
ど
の
感
染
症
、
法
定
伝

染
病
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
は
、

預
か
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

病
後
児
保
育
と
は
？

「
熱
が
下
が
っ
た
か
ら
仕
事
に
行
き

た
い
け
ど
、
保
育
園
に
預
け
る
に

は
ま
だ
早
そ
う
」

「
仕
事
が
休
め
な
い
の
で
、
け
が
を

し
た
子
ど
も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
」

そ
ん
な
子
育
て
中
の
保
護
者
の
た

め
に
お
役
に
立
つ
の
が
、
病
後
児

保
育
で
す
。

　

市
で
は
、
子
育
て
支
援
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
病
気
や
け
が
の
回

復
期
に
あ
る
乳
幼
児
や
小
学
校
低

学
年
の
児
童
を
対
象
に
、
病
後
児

保
育
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
保
護
者
が
仕
事
の
都
合

な
ど
で
自
宅
で
面
倒
を
見
れ
な
い
と

き
に
子
ど
も
を
一
時
的
に
預
か
り
、

保
護
者
の
子
育
て
と
就
労
の
両
立
を

支
援
す
る
事
業
で
、
児
童
の
健
全
育

成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
現
在
、
市
が
委
託
し

て
い
る
吉
井
病
児
園
「
お
ひ
さ
ま
」

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　

０
歳
（
３
カ
月
）
〜

小
学
校
３
年
生

●
利
用
料
金　

１
日
当
た
り

１
人
１
、
５
０
０
円



た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
刻
ん
で

四
家
中
学
校
最
後
の
卒
業
式

　

市
内
の
各
中
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ

れ
た
３
月
17
日
、
四
家
中
学
校
で
も
最

後
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ピ
ー

ク
時
に
は
２
１
７
人
も
の
生
徒
が
在
籍

し
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
や
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

な
ど
の
部
活
動
で
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
良
さ
を
生
か
し
て
大
活
躍
し
て
き
た

四
家
中
学
校
。
し
か
し
、
近
年
、
生
徒

数
は
減
り
続
け
、
最
後
は
わ
ず
か
３
人

だ
け
の
卒
業
生
で
し
た
。式
典
の
中
で
、

卒
業
生
の
吉
川
悟さ
と

美み

さ
ん
は
「
四
家
中

学
校
の
卒
業
生
と
し
て
、
自
信
と
誇
り

を
持
っ
て
頑
張
り
、
将
来
は
介
護
士
に

な
っ
て
四
家
地
区
の
人
た
ち
に
恩
返
し

を
し
た
い
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

正
し
い
知
識
と
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
大
切

認
知
症
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
お

う
と
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
３

月
21
日
、
認
知
症
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
認
知
症
対
策
に
取

り
組
む
市
民
や
医
療
関
係
者
ら
６
０
０

人
が
参
加
。
地
域
で
認
知
症
の
見
守
り

隊
を
結
成
し
て
い
る
自
治
公
民
館
や
介

護
施
設
な
ど
に
よ
る
事
例
発
表
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
参

加
者
ら
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修

東
京
セ
ン
タ
ー
所
長
の
長
谷
川
一
夫
さ

ん
が
「
ま
ず
は
、
認
知
症
を
知
り
、
地

域
ぐ
る
み
で
支
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

待
ち
に
待
っ
た
春
の
訪
れ
に
心
ウ
キ
ウ
キ

都
城
も
ち
お
桜
ま
つ
り

　

日
本
の
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
に

選
ば
れ
た
母
智
丘
公
園
で
、
３
月
27
日

か
ら
４
月
５
日
ま
で
都
城
も
ち
お
桜
ま

つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。
例
年
よ
り

10
日
ほ
ど
早
く
開
花
し
た
今
年
は
、
公

園
内
に
咲
き
乱
れ
る
約
２
、５
０
０
本

の
桜
を
見
よ
う
と
、
県
内
外
か
ら
約

９
万
８
、０
０
０
人
の
家
族
連
れ
ら
が

来
場
。
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
太
鼓
や

ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
踊
り
な
ど
の
郷
土
芸
能

が
披
露
さ
れ
、
春
の
訪
れ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。ま
た
、夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
桜
の
下
で
音
楽
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

春
高
バ
レ
ー
を
制
し
た
都
城
の
侍
た
ち

春
高
バ
レ
ー
優
勝
祝
賀
セ
レ
モ
ニ
ー

　

第
40
回
全
国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
選
抜
優
勝
大
会
で
初
優
勝
し
た
都
城

工
業
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
３
月
27

日
、
都
城
に
凱が
い
せ
ん旋

し
、
市
役
所
で
祝
賀

セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場

で
は
栄
冠
を
手
に
し
た
選
手
ら
を
多
く

の
市
民
が
歓
迎
。
長
峯
市
長
が
「
都
城

の
侍
た
ち
が
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く

れ
た
」
と
選
手
の
奮
闘
を
讃
え
る
と
、

鍋
倉
監
督
が
「
優
勝
で
き
た
の
も
皆
さ

ん
の
応
援
の
お
か
げ
。
バ
レ
ー
の
ま
ち

都
城
に
優
勝
旗
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
い｣

と
感
謝
し
ま
し
た
。

式
典
の
後
、
学
校
ま
で
を
車
で
パ
レ
ー

ド
し
、
市
民
の
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。
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都城市ホームページの「まちの話題Web版」もご覧ください

日
本
一
の
弓
の
祭
典

第
22
回
全
国
弓
道
大
会

　

３
月
28
・
29
日
の
両
日
、
早
水
公
園

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
第
22
回
都
城
弓

ま
つ
り
全
国
弓
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
一
の
竹
弓
の
生
産
量
を
誇

る
「
日
本
一
の
弓
の
ま
ち
都
城
」
を
Ｐ

Ｒ
し
よ
う
と
都
城
観
光
協
会
が
主
催
し

た
も
の
で
、
全
国
か
ら
約
２
、５
０
０

人
が
参
加
。
28
㍍
先
に
あ
る
直
径
36
㌢

の
的
を
射
る
近
的
競
技
で
、
日
ご
ろ
鍛

え
た
腕
を
競
い
ま
し
た
。
初
日
の
中
学

高
校
の
部
に
出
場
し
た
石
崎
衣
里
子
さ

ん
（
福
岡
県
）
は
「
大
き
な
大
会
で
し

た
が
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
や
れ
ま
し
た
。

普
段
の
練
習
の
成
果
が
出
せ
て
よ
か
っ

た
」と
満
足
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

桜
吹
雪
の
舞
う
花
の
ト
ン
ネ
ル
を
快
走

第
１
回
都
城
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン

　

大
会
名
が
変
わ
り
、
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
た
都
城
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
が
３
月

29
日
、
高
城
運
動
公
園
周
辺
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
多
く
の
愛
好
家
に
マ
ラ
ソ
ン

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
今
年
か
ら

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
新
設
。
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
含
む
６
種
目
に
地
元
を
は
じ
め

遠
く
岩
手
県
か
ら
１
、７
９
０
人
の
ラ

ン
ナ
ー
が
出
場
し
、
桜
吹
雪
の
舞
う
花

の
ト
ン
ネ
ル
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
大

会
実
行
委
員
長
の
野
村
勝か
つ
よ
し由

さ
ん
（
高

城
町
桜
木
）
は
「
盆
地
最
大
の
マ
ラ
ソ

ン
大
会
。
実
績
を
重
ね
、
将
来
は
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
の
部
も
設
け
た
い
」
と
意
欲

を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

希
望
を
胸
に
大
学
生
活
ス
タ
ー
ト

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
入
学
式

　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
が

開
学
し
て
初
め
て
の
入
学
式
が
４
月
６

日
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
初
年
度
の
今
年
は
、
環
境
園
芸
学

部
の
１
０
９
人
と
大
学
院
生
４
人
の
計

１
１
３
人
が
入
学
。
新
入
生
を
代
表
し

て
成
山
裕ひ
ろ
き樹
さ
ん（
都
城
農
業
高
校
卒
）

は
「
人
格
の
向
上
に
努
め
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
人
材
に
な
り
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
終
了
後

に
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
新
入

生
歓
迎
行
事
で
は
、
大
学
応
援
団
「
か

た
ら
ん
花
」
や
地
域
の
人
た
ち
が
郷
土

料
理
な
ど
を
振
る
舞
い
、
待
ち
に
待
っ

た
大
学
の
開
学
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

大
戦
を
風
化
さ
せ
な
い
平
和
へ
の
思
い

都
城
市
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
慰
霊
祭

　

特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
慰
霊
祭
が
４
月

６
日
、
都
島
公
園
で
し
め
や
か
に
行

わ
れ
、
遺
族
や
戦
友
、
遺
族
関
係
者
ら

３
７
０
人
が
参
列
し
、
戦
没
者
の
冥
福

を
祈
り
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
末
期
、

都
城
西
・
東
飛
行
場
か
ら
出
撃
し
帰
ら

ぬ
人
と
な
っ
た
若
者
た
ち
を
悼
む
こ
の

慰
霊
祭
。
遺
族
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

し
た
永
田
利
弘
さ
ん
（
鹿
児
島
市
）
は

「
19
才
で
戦
死
し
た
兄
の
遺
影
は
、
今

も
変
わ
ら
ず
家
族
を
見
守
っ
て
い
る
。

こ
の
慰
霊
祭
が
あ
る
限
り
、
大
戦
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
戦
争
の

歴
史
を
語
り
継
い
で
い
き
た
い
」
と
平

和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
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後
藤　

秀
一
さ
ん

第
32
回
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

高
校
の
部（
顧
問
）・
一
般
の
部
銀
賞
受
賞

に
出
場
し
、銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

後
藤
さ
ん
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
音

楽
と
親
し
み
、
５
歳
の
頃
か
ら
ピ
ア

ノ
を
習
い
始
め
ま
し
た
が
、
ジ
ャ
ズ

バ
ン
ド
の
一
員
で
あ
っ
た
父
親
の
影

響
で
自
然
と
サ
ッ
ク
ス
と
触
れ
合
う

こ
と
に
。
そ
の
後
、
中
学
、
高
校
と

吹
奏
楽
部
に
入
り
、
大
学
で
は
、
仲

間
た
ち
と
グ
ル
ー
プ
演
奏
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
受
賞
し
た
グ
ル
ー
プ
も
後

藤
さ
ん
が
音
楽
仲
間
を
誘
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
13
年
前
に
結
成
。
結
成

１
年
目
に
は
同
コ
ン
テ
ス
ト
の
全
国

大
会
に
出
場
し
、
金
賞
を
受
賞
。
全

国
大
会
出
場
は
５
回
を
数
え
ま
す
。

自
身
の
練
習
と
生
徒
た
ち
の
指
導
を

か
け
も
ち
し
な
が
ら
、
大
会
の
2
カ

月
前
か
ら
月
２
回
程
度
、
職
業
や
年

齢
も
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
で
の
練

習
を
こ
な
し
ま
し
た
。

　

生
徒
へ
は
、「
特
別
な
指
導
は
し

て
い
な
い
」
と
言
い
ま
す
が
、
そ
の

よ
う
な
顧
問
の
後
ろ
姿
を
見
な
が

ら
、銀
賞
受
賞
し
た
８
人
の
生
徒
は
、

朝
練
、
部
活
後
の
練
習
と
自
主
的
に

練
習
を
積
み
重
ね
、
銀
賞
受
賞
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

　
「
今
後
も
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
受
賞

を
目
標
と
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
や
美
術
館
な
ど
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

音
楽
の
楽
し
さ
を
広
め
て
い
き
た

い
」
と
話
す
後
藤
さ
ん
。
そ
の
姿
に

は
気
負
い
と
い
う
も
の
が
一
切
感
じ

ら
れ
な
い
。

３
月
20
日
、
富
山
市
芸
術
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
32

回
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
（
全
日
本
吹
奏
楽
連
盟
、
朝
日
新

聞
社
主
催
）
の
高
校
の
部
で
銀
賞
の

栄
冠
に
輝
い
た
、
都
城
商
業
高
校
吹

奏
楽
部
顧
問
の
後
藤
秀
一
さ
ん
（
39

歳
）。

　

後
藤
さ
ん
自
身
も
サ
ッ
ク
ス
四
重

奏
グ
ル
ー
プ
「
ピ
ェ
・
ド
ゥ
・
プ
ー

ル
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
・
ク
ヮ
ル
テ
ッ

ト
」
で
同
コ
ン
テ
ス
ト
の
一
般
の
部

都
城
商
業
高
校
吹
奏
楽
部
顧
問
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【
貴
重
な
時
】

鹿
島　

鉄
平
さ
ん

都城農業高等学校

鹿
島　

鉄
平（
か
し
ま　

て
っ
ぺ
い
）

プ
ロ
フ
ィ
ル

｢

あ
さ
ぎ
り
の
流
る
る
お
か
べ
、
学ま
な
び

舎や

は
し
ず
か
に
た
て
り｣

　

今
で
も
、
ふ
と
、
頭
を
よ
ぎ
る
都

城
泉
ヶ
丘
高
校
の
校
歌
の
ワ
ン
フ

レ
ー
ズ
で
す
。
ち
ょ
う
ど
、
今
ご
ろ

の
季
節
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
朝
霧

の
中
、
学
校
に
向
か
う
途
中
に
自
転

車
を
こ
ぎ
な
が
ら
橋
を
渡
る
と
、
長

い
桜
並
木
通
り
が
あ
り
ま
し
た
。
白

い
霧
の
中
の
薄
い
ピ
ン
ク
色
の
桜
と

い
う
、
ま
る
で
水
彩
画
の
よ
う
な
景

色
が
と
て
も
好
き
で
し
た
。
学
校
に

着
い
た
ら
、
み
ん
な
の
髪
が
霧
で
び

し
ょ
ぬ
れ
で
し
た
。

　

僕
に
と
っ
て
の
都
城
時
代
は
、
と

に
か
く
勉
強
と
部
活
に
明
け
暮
れ
て

い
ま
し
た
。
中
学
、
高
校
と
進
む
に

つ
れ
勉
強
も
部
活
も
、
と
て
も
忙
し

く
な
り
、
自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
を

や
る
だ
け
で
精
一
杯
だ
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
で
も
、
今
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
あ
の
学
生
時
代
は
自
分

の
夢
が
目
標
に
変
わ
っ
た
、
と
て
も

｢

貴
重
な
時｣

で
し
た
。

　

東
京
に
来
て
ま
ず
感
じ
た
の
は
、

人
と
物
が
あ
ふ
れ
、
空
間
が
狭
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
中
で
思
い

出
す
の
は
、
都
城
の
広
々
と
し
た
景

色
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
の
流
れ
で

す
。
そ
う
感
じ
る
の
は
都
城
の
人
の

心
が
ゆ
っ
た
り
と
温
か
い
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
ふ
る
さ
と
都
城
へ
の
思
い

を
胸
に
、今
も
僕
は
、目
標
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
通
う
都
城
農
業
高
校

は
、
高
千
穂
峰
を
望
む
緑
あ
ふ
れ
る

学
校
で
、
未
来
を
担
う
農
業
の
専
門

的
知
識
を
学
べ
る
素
晴
ら
し
い
学
校

で
す
。
生
徒
会
の
今
年
度
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、「
積
極
性
・
マ
ナ
ー
・

人
権
」
で
す
。　
　

　

第
一
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
積
極
性
」

と
は
、
生
徒
一
人
一
人
が
学
校
に

も
っ
と
興
味
を
持
ち
、
自
ら
行
動
で

き
る
よ
う
な
学
校
づ
く
り
を
目
指
す

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度

か
ら
あ
い
さ
つ
運
動
を

行
う
こ
と
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
生
徒
自
ら
あ

い
さ
つ
す
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

第
二
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
マ
ナ
ー
」

と
は
、
時
と
場
合
に
応
じ
た
態
度
、

言
葉
遣
い
が
で
き
る
生
徒
が
い
る
学

校
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
で
す
。
生

徒
会
で
は
、
学
校
は
公
共
の
も
の
だ

と
い
う
こ
と
を
意
識
し
、
ご
み
箱
な

ど
の
適
正
な
利
用
方
法
の
指
導
を
徹

底
す
る
な
ど
の
活
動
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

第
三
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
人
権
」
と

は
、
個
人
の
意
見
を
尊
重
し
、
他
人

を
敬
愛
で
き
る
よ
う
な
生
徒
に
な
る

こ
と
を
目
指
す
こ
と
で
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
言
葉
が
時
と
し
て
人
を
傷
つ

け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
農

業
高
校
で
は
年
に
一
回
、
人
権
学
習

授
業
で
、
人
を
思
い
や
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

農
業
高
校
生
徒
会
で
は
、
今
年
度

こ
の
三
つ
の
目
標
を
掲
げ
、
学
校
を

よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎	学校のシンボ

ル

「学校創立時（約

90年前）に植えら

れたエノキ」

エノキは、最長で

50㍍にもなる深い根

を持つと言われてい

ます。地をしっかり

とつかみ、空へと伸

びるその姿は、まる

で私たちに生きる見

本を示しているかの

ようです。

◎	学校のシンボ

ル

「学校創立時（約

90年前）に植えら

れたエノキ」

エノキは、最長で

50㍍にもなる深い根

を持つと言われてい

ます。地をしっかり

とつかみ、空へと伸

びるその姿は、まる

で私たちに生きる見

本を示しているかの

ようです。

宮
崎
県
立
都
城
農
業
高
等
学
校

祝
吉
１
丁
目
５
番
地
１

☎
22

−

４
２
８
０

「
積
極
性
・
マ
ナ
ー
・
人
権
」

都
城
農
業
高
校
生
徒
会

◎学校のシンボル
「学校創立時（約90年前）に

植えられたエノキ」
エノキは、最長で 50㍍にも
なる深い根をもつと言われて
います。地にしっかりと根を
張り、空へと伸びるその姿は、
まるで私たちに生きる見本を
示しているかのようです。

昭
和
63
年
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
３
年
生
。

宮
崎
県
立
都
城
泉
ヶ
丘
高
校
卒
。

平
成
19
年
全
日
本
シ
ン
グ
ル
ス
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
優
勝
、
平
成
20
年
天
皇
賜
杯
全
日

本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
優
勝
。
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寺
）
国
道
２
２
２
号
線
に
案
内
板
設
置

●
参
加
料　

１
、５
０
０
円（
保
険
、
講
習

代
、
食
事
体
験
、
ポ
ー
ル
貸
出
し
）

※
水
筒
持
参

●
定
員　

50
人　

初
心
者
大
歓
迎

問　

５
月
12
日
㈫
ま
で
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
正
応
寺
ご
ん
だ
の
会

　
　
　

☎
39

−

３
７
６
０　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
北
海
道
・
札

幌
２
０
０
９

●
期
日　

９
月
６
日
㈰

※
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
９
月
６
日
㈰
、７
日
㈪

●
会
場
・
競
技
種
目　

滝
川
市
（
マ
ラ
ソ

ン
）、
旭
川
市
（
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
）、
中

川
郡
幕
別
町
札
内
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）

●
対
象　

年
齢
制
限
な
し

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
申
込
期
間　

５
月
１
日
㈮
〜

６
月
１
日
㈪	

	

●
そ
の
他　

大
会
参
加
に
か
か
る
経
費

（
宿
泊
費
、
交
通
費
、
食
費
な
ど
）は
全
て

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
大
会
参

加
申
込
み
、
ホ
テ
ル
、
航
空
券
な
ど
の
手

配
は
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い

※
詳
細
は
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
健
康
福

　

祉
課
に
あ
る
資
料
を
参
照
く
だ
さ
い

問　

福
祉
課　

☎
23

−

３
１
０
２	

　
　

宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　

☎
０
９
８
５

−

31

−

９
６
３
０

平
成
21
年
度

都
城
市
職
員
採
用
試
験

●
区
分

①
一
般
行
政
職
（
大
卒
程
度
）

②
消
防
吏
員
（
大
卒
程
度
）

●
１
次
試
験
日
（
予
定
）
７
月
26
日
㈰

　

採
用
人
数
・
試
験
会
場
な
ど
詳
し
い
試

験
案
内
は
、
５
月
15
日
発
行
の
暮
ら
し
の

情
報
に
掲
載
し
ま
す
。

問　

職
員
課　

☎
23

−

２
１
１
９

成
人
式
新
成
人
実
行
委
員

　

地
区
ご
と
に
開
催
す
る
成
人
式
の
企
画

（
会
議
な
ど
）
お
よ
び
運
営
を
行
う
新
成

人
の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
会
場　

都
城
地
域
は
中
学
校
区（
西
岳
・

夏
尾
地
区
は
合
同
）
ご
と
、
総
合
支
所
管

内
は
総
合
支
所
ご
と
に
開
催

●
対
象
者　

平
成
元
年
４
月
２
日
〜
２
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
（
市
内
在
住
ま
た

は
出
身
者
）

●
応
募
方
法　

興
味
が
あ
る
人
・
参
加
し

た
い
人
ま
た
は
実
行
委
員
と
し
て
推
薦
し

た
い
人
が
い
る
場
合
は
、
連
絡
く
だ
さ
い

問　

都
城
地
域　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
23

−

９
５
４
５
（
直
通
）

　
　

山
之
口
地
域　

山
之
口
教
育
課

　
　
　
　
　

☎
57

−

３
１
１
１
（
代
表
）

　
　

高
城
地
域　

高
城
教
育
課

　
　
　
　
　

☎
58

−

２
３
１
７
（
直
通
）

　
　

山
田
地
域　

山
田
教
育
課

　
　
　
　
　

☎
64

−

１
１
２
１
（
直
通
）

　
　

高
崎
地
域　

高
崎
教
育
課

　
　
　
　
　

☎
62

−

１
１
１
１
（
代
表
）

平
成
21
年
度
自
衛
官

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

●
資
格　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
大
卒
者

（
22
歳
未
満
の
人
は
大
卒
見
込
み
含
む
）

大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
お
よ
び
自
衛
官

は
28
歳
未
満

●
受
付
期
間　

５
月
12
日
㈫
ま
で　

●
試
験
日　

５
月
16
日
㈯

【
一
般
曹
候
補
生
】

●
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

●
受
付
期
間　

５
月
12
日
㈫
ま
で

●
試
験
日　

５
月
23
日
㈯

問　

自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
都
城
地

域
事
務
所　

☎
23

−

３
９
４
４

（
内
線
３
６
７
・
３
６
８
）

ス
ポ
レ
ク
宮
崎
２
０
０
９　

協
賛
事
業

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
in
ご
ん
だ

●
日
時　

５
月
17
日
㈰　

10
時
〜
13
時

　
　
　
　
（
受
付　

９
時
30
分
）

●
場
所　

農
業
伝
承
の
家
（
安
久
町
正
応
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ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時　

５
月
28
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

歌
う
会
（
コ
ー
ラ
ス
）

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23

−

３
１
７
４

２
０
０
９
全
国
骨
髄
バ
ン
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
in
都
城

●
期
日　

５
月
30
日
㈯

　
　
　
　

14
時
30
分
〜
17
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）

●
入
場
料　

無
料

●
内
容　

記
念
式
典
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
東

ち
づ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

問　

み
や
ざ
き
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
会

議　
（
中
村
）

　
　

☎
０
９
０

−

８
２
２
９

−

０
８
８
０

御
池
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

　

雄
大
な
自
然
の
中
で
、
五
感
を
使
っ
た

多
様
な
活
動
を
直
接
体
験
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
感
性
豊
か
な
心
を
養
う
と
と
も

に
自
然
へ
の
畏い

敬け
い

の
念
や
環
境
を
大
切
に

す
る
心
を
養
い
ま
す
。
ま
た
、
何
事
に
も

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
た
く

ま
し
い
心
と
体
を
養
い
ま
す
。

●
期
日　

第
１
回　

５
月
16
日
㈯
、
17
日
㈰

第
２
回　

７
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰

第
３
回　

10
月
24
日
㈯
、
25
日
㈰

第
４
回　

平
成
22
年
１
月
９
日
㈯
、
10
日

㈰

●
対
象　

小
学
４
年
生
〜
６
年
生

●
定
員　

50
人　

※
先
着
順

●
内
容　

火
口
湖
巡
り
や
源
流
探
し
、
４

回
シ
リ
ー
ズ
で
学
ん
だ
事
の
発
表
会
な
ど

●
申
込
締
切　

５
月
14
日
㈭

●
料
金　

一
回
３
、０
０
０
円
程
度

問　

宮
崎
県
御
池
青
少
年
自
然
の
家

　
　
　

☎
33

−

１
４
１
４　

航
空
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊
演
奏
会

●
日
時　

６
月
29
日
㈪

　
　
　
　

開
場
18
時
30
分　

開
演
19
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）

●
入
場
料　

無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

●
申
込
方
法　

郵
便
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信

用
裏
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
、
車
椅
子
で
の
観
覧
希
望
の
人
は

そ
の
旨
を
、
返
信
用
表
面
に
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、
航
空
自
衛
隊

新
田
原
基
地　

基
地
渉
外
室
「
中
央
音

楽
隊
演
奏
会
」
入
場
者
募
集
係
（
〒
889

−

１
４
９
２
宮
崎
県
児
湯
郡
新
富
町
大
字
新

田
１
９
５
８
１
）
へ

※
応
募
は
１
人
に
つ
き
１
通
に
限
り
ま

す
。
先
着
順
に
入
場
整
理
券
（
１
枚
に
つ

き
１
人
入
場
可
）
を
送
付
し
ま
す

●
申
込
期
間　

５
月
11
日
㈪
〜

　
　
　
　
　
　

６
月
12
日
㈮

問　

航
空
自
衛
隊
新
田
原
基
地　

基
地
渉

外
室　

☎
０
９
８
３

−

35

−

１
１
２
１

（
内
線
５
２
９
３
）

都
城
市
総
務
課　

☎
23

−

２
５
１
０

玉
掛
け
技
能
講
習

●
日
時　

５
月
28
日
㈭
〜
31
日
㈰

　
　
　
　

９
時
〜
17
時

●
場
所　

総
合
福
祉
会
館
（
学
科
）

　
　
　
　

㈱
ブ
ン
リ
高
木
工
場
（
実
技
）

●
対
象　

18
歳
以
上
（
80
人
）

●
受
講
料　

２
万
５
、０
０
０
円

（
免
除
者
は
2
万
3
、
０
０
０
円
）

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
、５
０
０
円

問　

宮
崎
労
働
基
準
協
会
都
城
支
部

　
　
　

☎
24

−

５
６
０
３

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

　

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
肌
着
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

６
月
８
日
㈪
・
12
日
㈮（
２
日
間
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
対
象　

妊
娠
中
の
人
と
そ
の
家
族
（
15

人
）

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

※
要
申
し
込
み
。
布
代
な
ど
（
５
０
０
円

　

〜
１
、０
０
０
円
）
は
参
加
者
負
担
。

　

裁
縫
道
具
持
参

問　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４
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※
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
各
自
持
参

【
囲
碁
】　

祝
吉
地
区
公
民
館

第
１・３
木
曜
日　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
コ
ー
ラ
ス
】　

祝
吉
地
区
公
民
館

第
２
・
４
金
曜
日　

10
時
〜
12
時

【
都
城
の
歴
史
探
訪
】　

五
十
市
地
区
公
民
館

毎
週
水
曜
日　

10
時
〜
12
時

【
生
け
花
】　

五
十
市
地
区
公
民
館

第
１
・
３
水
曜
日　

14
時
〜
16
時

【
書
道
】　

横
市
地
区
公
民
館

第
２
・
４
木
曜
日　

14
時
〜
16
時

【
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
】　

沖
水
地
区
公
民
館

第
１
・
３
火
曜
日　

13
時
〜
15
時

※
ギ
タ
ー
は
各
自
持
参

【
パ
ソ
コ
ン
】　

志
和
池
地
区
公
民
館

第
２
・
４
木
曜
日　

20
時
〜
21
時
30
分

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

６
月
２
日
㈫

〜
隔
週
火
曜
日　

14
時
〜
15
時
30
分

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
各
自
持
参

【
着
付
け
】　

山
之
口
地
区
公
民
館

毎
週
木
曜
日　

19
時
〜
21
時

【
社
交
ダ
ン
ス
】　

山
之
口
地
区
公
民
館

毎
週
木
曜
日　

19
時
〜
21
時

【
実
用
書
道
】　

山
之
口
地
区
公
民
館

第
２
・
４
月
曜
日　

19
時
〜
21
時

【
フ
ラ
ダ
ン
ス
】　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

毎
週
火
曜
日　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

【
英
会
話
】　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

毎
週
水
曜
日　

15
時
〜
17
時

【
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
（
料
理
）】　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

第
３
木
曜
日　

10
時
〜
12
時

都
城
市
市
民
大
学
講
座

●
日
程
・
内
容
・
講
師
（
敬
称
略
）

７
／
７
㈫
都
城
市
の
取
り
組
み

都
城
市
長　

長
峯　

誠

７
／
14
㈫
田
園
都
市
へ
の
誘
い
〜
田
園
都
市

に
学
ぶ
都
城
の
ま
ち
づ
く
り
〜

南
九
州
大
学
環
境
園
芸
学
部
教
授

平
岡　

直
樹

７
／
21
㈫
動
物
か
ら
人
へ
の
感
染
ガ
ー
ド
マ

ン
、
獣
医
師
育
成
物
語

宮
崎
大
学
農
学
部
教
授

堀
井　

洋
一
郎

７
／
28
㈫
脳
科
学
の
視
点
か
ら
見
た
早
寝
・
早

起
き
・
朝
ご
は
ん
の
本
当
の
意
味

県
立
日
南
く
ろ
し
お
支
援
学
校
ス
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー 

足
立　

明
彦

８
／
４
㈫
健
康
づ
く
り
と
運
動

福
岡
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
非
常

勤
講
師　

水
原　

博
而

８
／
11
㈫
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

宮
崎
地
方
裁
判
所　

都
城
支
部
裁
判
官

８
／
18
㈫
人
生
、
苦
悩
の
解
決

浄
土
真
宗
正
信
寺
住
職

柿
原　

徹
信

８
／
23
㈰
野
外
研
修
（
水
俣
方
面
）

９
／
１
㈫
正
応
寺
ご
ん
だ
の
会

正
応
寺
ご
ん
だ
の
会
会
長

石
井　

和
郎

９
／
８
㈫
県
内
経
済
の
現
状
と
見
通
し

財
団
法
人
み
や
ぎ
ん
経
済
研
究
所

常
務
理
事　

田
阪　

譲
二

9
／
15
㈫
都
城
の
幕
末

都
城
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

会
議
代
表　

田
代　

義
博

※
7
月
7
日
は
公
開
講
座
で
す
。
誰
で
も

　

参
加
で
き
ま
す
。
8
月
23
日
の
野
外
研

　

修
は
希
望
者
の
み
で
す
。
7
月
14
日
に

　

案
内
し
ま
す

●
時
間　

19
時
〜
20
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館　

大
集
会
室

●
受
付
期
間　

6
月
1
日
㈪
〜
29
日
㈪　

　
　
　
　
　
　

9
時
〜
17
時

●
定
員　

２
０
０
人
（
申
込
順
）

●
費
用　

２
、０
０
０
円

※
申
込
時
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い

問　

中
央
公
民
館　

☎
24

−

５
９
６
９

都
城
市
教
育
委
員
会
主
催

生
涯
学
習
初
級
講
座

　

６
月
か
ら
短
期
（
４
〜
５
回
）
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　

定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
開
催
し
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
定
員　

各
講
座
10
〜
20
人

●
対
象
者　

一
般
成
人
の
初
心
者

●
受
講
料　

無
料（
教
材
費
は
別
途
必
要
）

●
教
室
名
・
場
所
・
日
時

【
七
宝
焼
】　

中
央
公
民
館

第
１
・
３
水
曜
日　

19
時
〜
21
時

【
話
し
方
】　

中
央
公
民
館

毎
週
水
曜
日　

19
時
〜
21
時

【
茶
道
】　

小
松
原
地
区
公
民
館

毎
週
月
曜
日　

14
時
〜
16
時

【
ハ
ー
モ
ニ
カ
】　

小
松
原
地
区
公
民
館

第
２
・
４
火
曜
日　

14
時
〜
16
時
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【
陶
芸
】　

竹
楽
館

毎
週
火
曜
日　

10
時
〜
12
時

【
ヨ
ガ
】　

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

毎
週
木
曜
日　

10
時
〜
12
時

東
霧
島
地
区
多
目
的
集
会
所
（
高
崎
）

毎
週
金
曜
日　

19
時
〜
20
時
30
分

【
韓
国
語
】

東
霧
島
地
区
多
目
的
集
会
所
（
高
崎
）

毎
週
月
曜
日　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

【
季
節
の
料
理
】

東
霧
島
地
区
多
目
的
集
会
所
（
高
崎
）

第
１
・３
金
曜
日　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

問　

各
開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

☎
23

−

４
０
８
０

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

６
月
12
日
㈮　

9
時
30
分
〜

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

※
要
申
し
込
み

問　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

ど
の
依
存
症
に
関
し
て
専
門
の
医
師
が
相

談
に
応
じ
ま
す

※
前
日
ま
で
の
予
約
が
必
要
で
す

問　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談(

無
料)

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

５
月
19
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

５
月
26
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

　

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

　

受
け
付
け
ま
す
。
相
談
に
関
す
る
秘
密

　

は
守
り
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話

　

☎
23

−

７
１
５
７

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

　

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
配

偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
関
す
る
電
話

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
相
談
専
用
電
話　

☎
36

−

０
７
４
０

　
（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

行
政
相
談

●
日
時
・
場
所

５
／
14
㈭　

10
時
〜
12
時

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

５
／
21
㈭　

９
時
〜
12
時

中
央
公
民
館

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23

−

３
１
７
４

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

　

身
体
計
測
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に

よ
る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

１
カ
月
〜
１
歳
未
満

●
日
程
・
受
付
時
間
・
場
所

５
／
14
㈭　

13
時
30
分
〜
14
時

山
之
口
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ
あ
い
の
里

５
／
26
㈫　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
１
階
）

５
／
28
㈭　

13
時
30
分
〜
14
時

高
崎
総
合
支
所
（
２
階
大
会
議
室
）

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

問　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

無
料
法
律
相
談

●
日
時　

５
月
20
日
㈬　

18
時
〜
21
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

多
重
債
務
、
サ
ラ
金
関
係
、
金

銭
貸
借
な
ど

●
定
員　

９
人
程
度　

※
要
予
約

問　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部

　
　

☎
25

−

３
２
４
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

５
月
21
日
㈭
、
６
月
18
日
㈭
、

７
月
16
日
㈭
、
８
月
24
日
㈪

●
場
所　

都
城
保
健
所

●
内
容　

精
神
科
の
病
気
・
心
の
健
康
に

関
す
る
こ
と
や
不
眠
・
抑
う
つ
・
引
き
こ

も
り
、
そ
の
ほ
か
薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
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市
（
合
併
前
も
含
む
）
の
主
催
す
る
金
婚

の
お
祝
い
を
受
け
て
い
な
い
夫
婦

問　

該
当
す
る
夫
婦
は
、
５
月
29
日
㈮

ま
で
に
各
地
区
の
民
生
委
員
ま
た
は

福
祉
課　

☎
23

−

３
１
０
２

山
之
口
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

☎
57

−

３
１
１
１

高
城
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

☎
58

−

２
３
１
１

山
田
総
合
支
所
健
康
福
祉
課  

☎
64

−

１
１
１
１

高
崎
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

☎
62

−

１
１
１
１

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　

倉
庫
な
ど
か
ら
古
い
銃
や
刀
剣
を
発
見

し
た
場
合
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
へ
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。
そ
の
ま
ま
所
有
を
希

望
す
る
場
合
は
、
さ
ら
に
銃
砲
刀
剣
登
録

審
査
会
で
登
録
証
の
交
付
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
提
出
書
類
・
手
数
料
に
つ

い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
程　

５
月
20
日
㈬
、
８
月
20
日
㈭　

　
　
　
　

11
月
20
日
㈮
、

　
　
　
　

平
成
22
年
２
月
19
日
㈮

●
時
間　

９
時
30
分
〜
12
時
、

　
　
　
　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

宮
崎
県
庁
７
号
館

　
　
　
　

７
４
５
会
議
室

問　

県
文
化
財
課　

　
　

☎
０
９
８
５

−

26

−

７
２
５
１

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ｂ
型
（H

ib

）

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
一
部
公
費
負
担

　

希
望
者
は
、
１
回
に
つ
き
３
、０
０
０

円
の
自
己
負
担
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ｂ
型

（H
ib

）
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
（H

ib
）
は
、

中
耳
炎
、
副
鼻び
く
う腔
炎
、
気
管
支
炎
、
髄
膜

炎
、
敗
血
症
、
肺
炎
な
ど
の
重
と
く
な
感

染
症
を
引
き
起
こ
す
病
原
菌
で
す
。

●
対
象
年
齢　

生
後
２
カ
月
〜
５
歳
未

満
。
接
種
開
始
年
齢
に
よ
っ
て
接
種
回
数

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
は
医
療
機
関
な
ど
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

●
自
己
負
担

１
回
に
つ
き
３
、０
０
０
円

●
実
施
医
療
機
関

あ
き
と
内
科
胃
腸
科　

☎
46

−

５
５
０
０

有
馬
医
院　
　
　
　
　

☎
23

−

２
６
１
０

大
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　

☎
37

−

０
５
３
９

沖
水
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク　

☎
27

−

５
６
５
６

仮
屋
医
院　
　
　
　
　

☎
36

−

０
５
２
１

仮
屋
外
科
胃
腸
科
医
院　

☎
25

−

７
７
１
２

共
立
医
院　
　
　
　
　

☎
22

−

０
２
１
３

久
保
原
田
中
医
院　
　

☎
22

−

７
７
０
０

ケ
イ
オ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク　

☎
46

−

４
５
０
０

児
玉
小
児
科　
　
　
　

☎
25

−

５
５
７
０

相
良
内
科
医
院　
　
　

☎
22

−

４
０
８
６

城
南
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　

☎
26

−

３
６
６
２

冨
田
医
院　
　
　
　
　

☎
23

−

４
５
８
６

は
し
ぐ
ち
小
児
科　
　

☎
24

−

５
５
０
０

原
田
医
院　
　
　
　
　

☎
26

−

３
３
３
０

ふ
く
し
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク　

☎
46

−

５
０
０
１

丸
田
病
院　
　
　
　
　

☎
23

−

７
０
６
０

柳
田
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　

☎
22

−
４
８
６
２

山
内
小
児
科
医
院　
　

☎
22

−
０
０
４
８

大
岐
医
院　
　
　
　
　

☎
57

−

２
０
２
５

志
々
目
医
院　
　
　
　

☎
57

−

２
０
０
４

政
所
医
院　
　
　
　
　

☎
58

−

２
１
７
１

吉
見
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　

☎
58

−

５
６
３
３

隅
病
院　
　
　
　
　
　

☎
62

−

１
１
０
０

山
路
医
院　
　
　
　
　

☎
64

−

３
１
３
３

た
け
し
た
こ
ど
も
医
院　

☎
51

−

０
０
０
５

田
中
隆
内
科　
　
　
　

☎
52

−

０
３
０
１

と
ま
り
内
科
外
科
胃
腸
科
医
院　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52

−

１
１
３
５

長
倉
医
院　
　
　
　
　

☎
52

−

２
１
０
９

畠
中
医
院　
　
　
　
　

☎
52

−

６
０
０
０

山
下
医
院　
　
　
　
　

☎
52

−

１
３
４
８

問　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

合
同
金
婚
式

　

市
で
は
、合
同
金
婚
式
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
度
該
当
す
る
夫
婦
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

①
昭
和
33
年
４
月
１
日
〜
昭
和

34
年
３
月
31
日
の
間
に
結
婚
し
た
市
内
在

住
の
夫
婦

②
結
婚
後
51
年
以
上
経
過
し
、
今
ま
で
に
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蔵原通線 国道10号

地区計画の区域

西
都
城
駅

セットバック線

経
営
戦
略
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
東
館
２
階
）、
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
、
各
総
合
支
所

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

問　

経
営
戦
略
課　

☎
23

−

２
１
１
５

都
市
計
画
（
案
）
の
縦
覧

　

都
城
広
域
地
区
計
画
の
変
更
案
を
縦
覧

し
ま
す
。

●
期
間　

５
月
13
日
㈬
〜
27
日
㈬

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
場
所　

都
市
計
画
課

●
内
容　
「
西
都
城
駅
東
口
地
区
」
の
地

区
計
画
の
変
更
（
松
元
町
の
一
部
、
上
町

の
一
部
）

●
そ
の
他　

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

問　

都
市
計
画
課　

☎
23

−

２
７
６
２

個
人
住
民
税
（
市
県
民
税
）
の

納
税
義
務
の
あ
る
公
的
年
金
受

給
者
へ
の
お
知
ら
せ

　

個
人
住
民
税
（
市
県
民
税
）
の
納
税
義

務
の
あ
る
人
で
、
平
成
21
年
４
月
１
日
現

在
で
老
齢
基
礎
年
金
や
老
齢
年
金
、
各
種

退
職
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
に
は
、

平
成
21
年
10
月
の
年
金
支
給
分
か
ら
公
的

年
金
な
ど
に
か
か
る
所
得
分
の
み
の
市
県

民
税
の
年
金
差
し
引
き
（
特
別
徴
収
）
が

始
ま
り
ま
す
。
年
金
差
し
引
き
と
な
る
ま

で
の
６
月
・
８
月
納
期
の
市
県
民
税
や
、

年
金
以
外
に
所
得
が
あ
る
人
の
市
県
民
税

は
、
金
融
機
関
な
ど
の
ほ
か
口
座
振
替
に

て
納
付
（
普
通
徴
収
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
市
県
民
税
の
年
金
差
し
引
き
は
、

納
税
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に

よ
る
新
た
な
税
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
金
差
し
引
き
と
な
る
人
の
市
県
民
税

額
お
よ
び
差
し
引
く
対
象
と
な
る
年
金
の

種
類
の
通
知
は
、
６
月
に
送
付
し
ま
す
。

問　

市
民
税
課　

☎
23

−

２
１
２
３

胃
・
乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
今
年

度
か
ら
、
胃
が
ん
検
診
は
30
分
ご
と
に
８

人
ず
つ
受
け
付
け
ま
す
。

　

乳
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
は
、
５
月
15

日
㈮
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

昭
和
45
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人

●
日
程

５
／
20
㈬

祝
吉
地
区
公
民
館

５
／
26
㈫

中
郷
地
区
公
民
館

●
受
付　

８
時
〜
11
時

【
乳
が
ん
検
診
】

●
対
象　

昭
和
44
年
12
月
31
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
偶
数
年
生
ま
れ
の
女
性
（
昭

和
44
年
、
42
年
、
40
年
…
）

※
乳
が
ん
検
診
は
２
年
に
１
回

６
／
23
㈫

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

６
／
24
㈬

●
受
付　

９
時
〜
16
時

●
検
診
料　

胃
が
ん
検
診　

９
０
０
円
、

乳
が
ん
検
診　

２
、０
０
０
円

※
た
だ
し
、
70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護

世
帯
や
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る

人
は
、
保
険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行

す
る
都
城
市
各
種
検
診
自
己
負
担
金
免

除
通
知
書
を
提
示
す
れ
ば
検
診
料
が
免

除
さ
れ
ま
す

問　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

都
城
市
山
村
振
興
計
画

　

都
城
市
山
村
振
興
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
計
画
書
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

意
見
の
概
要
、
そ
れ
に
関
す
る
市
の
考
え

方
を
公
表
し
ま
す
。

●
公
表
時
期　

５
月
１
日
㈮
〜

●
公
表
の
場
所　
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ご
み
の
搬
入
規
制

　

清
掃
工
場
第
１
期
定
期
点
検
整
備
の

た
め
、
次
の
期
間
は
、「
草
・
木
類
、

剪せ
ん
て
い定
く
ず
、
粗
大
ご
み
（
木
製
家
具
、

カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
）、布
団
（
事
業
系
）」

の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

再
利
用
可
能
な
木
製
家
具
は
事
前
に

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
36

−

３
９
０
０

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
搬
入
規
制
期
間

　

6
月
15
日
㈪
〜
7
月
21
日
㈫

※
こ
の
期
間
以
外
で
も
機
械
の
故
障
な

　

ど
で
搬
入
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。
搬
入
の
際
は
必
ず
清
掃
工
場
へ

　

確
認
を
お
願
い
し
ま
す

問　

清
掃
工
場　

☎
23

−

０
２
７
７

国
保
加
入
者
が
受
診
で
き
る

「
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
」・
「
歯

周
疾
患
検
診
」・「
18
歳
〜
39
歳

の
健
康
診
査
」

　
「
特
定
健
康
診
査
」
と
「
日
帰
り
人

間
ド
ッ
ク
」
の
両
方
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
か
一
つ
を
選
ん

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
】

●
対
象
者　

次
の
①
〜
③
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人

①
昭
和
20
年
４
月
１
日
〜
45
年
３
月
31

　

日
生
ま
れ
の
人
（
平
成
21
年
度
内
で

　

満
40
歳
以
上
64
歳
以
下
の
人
）

②
４
月
１
日
現
在
で
、
都
城
市
国
民
健

　

康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
人
で
、

　

受
診
日
に
お
い
て
も
都
城
市
国
民
健

　

康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
人

③
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
人

●
定
員　

６
０
０
人

●
受
診
期
間　

７
月
１
日
㈬
〜

　
　
　
　
　
　

11
月
30
日
㈪

●
受
診
場
所　

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

●
受
診
内
容　

診
察
、
身
体
計
測
、
眼

科
検
診
、
聴
力
検
査
、
呼
吸
器
検
査
、

循
環
器
検
査
、
消
化
器
検
査
、
腹
部
超

音
波
検
査
、
脂
質
検
査
、
肝
機
能
検
査
、

膵す
い

機
能
検
査
、
血
液
一
般
、
腎
機
能
検

査
、
糖
尿
病
検
査
、
炎
症
性
反
応
、
甲

状
腺
検
査
、
腫し
ゅ
よ
う瘍
マ
ー
カ
ー
な
ど

●
自
己
負
担
額　

５
、０
０
０
円

　

５
月
11
日
㈪
か
ら
保
険
年
金
課　

☎
23

−

２
６
３
４
（
電
話
で
も
可
）、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
（
窓
口
の

み
）。
該
当
者
に
は
受
診
す
る
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
通
知
し
ま
す

【
歯
周
疾
患
検
診
】

●
対
象
者　

実
施
年
度
内
の
日
帰
り
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人

●
定
員　

１
０
０
人

●
受
診
期
間　

７
月
１
日
㈬
〜

　
　
　
　
　
　

３
月
31
日
㈬

●
受
診
場
所　

歯
科
医
師
会
に
加
入
す

る
各
歯
科
医
療
機
関

●
自
己
負
担
額　

６
０
０
円　
（
歯
周

疾
患
検
診
の
み
の
受
診
は
で
き
ま
せ

ん
）。
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、「（
人

間
ド
ッ
ク
）
決
定
通
知
書
」
と
「
国
民

健
康
保
険
証
」、「
歯
周
疾
患
検
診
票
」

を
各
歯
科
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
出

し
、
各
自
受
診
し
て
く
だ
さ
い

【
18
歳
〜
39
歳
の
健
康
診
査
】

●
対
象
者　

次
の
①
〜
③
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人

①
昭
和
45
年
４
月
１
日
〜
平
成
４
年
３

　

月
31
日
生
ま
れ
の
人
（
平
成
21
年
度

　

内
で
満
18
歳
以
上
39
歳
以
下
の
人
）

②
４
月
１
日
現
在
で
、
都
城　

市
国
民

　

健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
人

　

で
、
受
診
日
に
お
い
て
も
都
城
市
国

　

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
人

③
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
人

●
定
員　

１
５
０
人

●
受
診
期
間　

９
月
１
日
㈫
〜
11
月
30

日
㈪
の
指
定
日

●
受
診
場
所　

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

●
受
診
内
容　

問
診
、
身
体
計
測
、
診

察
、
脂
質
検
査
、
肝
機
能
検
査
、
血
液

一
般
、
腎
機
能
検
査
、
糖
尿
病
検
査

●
自
己
負
担
額　

１
、５
０
０
円

　

５
月
11
日
㈪
か
ら
保
険
年
金
課　

☎
23

−

２
６
３
４
（
電
話
で
も
可
）、

該
当
者
に
は
受
診
す
る
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
通
知
し
ま
す

問　

保
険
年
金
課　

　
　

☎
23

−

２
６
３
４　
　
　
　
　
　

　
　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
圏
域
を
目
指
し
て

都
城
市
定
住
自
立
圏
中
心
市
宣
言

  

都
城
市
と
三
股
町
・
曽
於
市
・
志
布

志
市
の
３
市
１
町
は
こ
の
圏
域
か
ら
の

人
口
の
流
出
を
食
い
止
め
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
を
形
成
す
る
た
め
に
連

携
し
て
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
平
成
21
年
４
月
22
日

に
都
城
市
は
中
心
的
な
役
割
を
担
う
意

思
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
「
都
城
市
定

住
自
立
圏
中
心
市
宣
言
」を
し
ま
し
た
。

　

都
城
市
定
住
自
立
圏
中
心
市
宣
言

（
案
）
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
は
、
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
総
務
省
と
の
協
議
に
よ
り
一
部
の

内
容
に
つ
い
て
修
正
を
行
い
、
修
正
後

の
内
容
を
次
の
と
お
り
公
表
し
て
い
ま

す
。

●
公
表
の
場
所　

経
営
戦
略
課
、
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
東
館
２
階
）、

各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
可
能

問　

経
営
戦
略
課　

☎
23

−

２
１
１
５

　
　
　
　
　
　　
　

FAX 

23

−

２
０
０
６

planning@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp
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市
営
住
宅
入
居
申
込
説
明
会

　

６
月
の
定
期
募
集
に
入
居
を
希
望
す

る
人
を
対
象
に
、説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
15
日
㈮　

14
時
〜
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
大
集
会
室

●
対
象
者　

市
営
住
宅
へ
の
入
居
を
希

望
す
る
人
で
、
次
の
入
居
条
件
を
満
た

し
て
い
る
人

●
入
居
条
件

①
都
城
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
生
活
し

　

て
い
る
こ
と

※
抽
選
に
参
加
で
き
る
の
は
、
市
内
に

　

３
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

②
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

　

族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が
い
る
こ
と

※
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

　

れ
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
、

　

生
活
保
護
受
給
者
な
ど
の
条
件
を
満

　

た
せ
ば
単
身
入
居
で
き
る
団
地
も
あ

　

り
ま
す

③
政
令
月
収
が
15
万
８
千
円
以
下
で
あ

　

る
こ
と
（
政
令
月
収
と
は
、
世
帯
の

　

年
間
総
所
得
か
ら
扶
養
控
除
な
ど
を

　

差
し
引
い
た
総
額
に
基
づ
い
た
平
均

　

月
収
）

④
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

　

か
な
こ
と

※
持
ち
家
の
あ
る
人
は
申
し
込
み
で
き

　

ま
せ
ん

⑤
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

問　

建
築
課　

☎
23

−

３
１
０
５

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。
現
在
、
全
国
で
は

約
１
万
４
、０
０
０
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
人
権

を
守
る
た
め
に
、
地
域
の
中
で
人
権
思

想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
見
守
る
と
と
も
に
、
人
権
相
談

へ
の
対
応
、
講
演
会
や
座
談
会
の
開
催

な
ど
を
通
じ
て
、
積
極
的
に
人
権
を
守

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
市
長
が
推
薦
し
、
法
務

大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
人
権
擁
護
委
員

22
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
人
権
に
つ

い
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局　
　

　
　

☎
22

−

０
４
９
０

●
都
城
市
の
人
権
擁
護
委
員

【
都
城
地
域
】

臼
杵
ひ
と
み
さ
ん　

☎
37

−

２
４
０
１

林　
　

尚
子
さ
ん　

☎
23

−

２
８
２
４

吉
田　

艶
子
さ
ん　

☎
39

−

４
４
０
２

永
田　

光
充
さ
ん　

☎
24

−

０
８
４
８

塩
月　

靖
子
さ
ん　

☎
24

−

１
３
４
４

鎌
田　

和
章
さ
ん　

☎
37

−

２
８
５
１

立
野　

勝
己
さ
ん　

☎
46

−

９
８
７
０

岩
佐　

禮
子
さ
ん　

☎
25

−

９
５
８
９

竹
之
下
英
浩
さ
ん　

☎
25

−

８
４
７
５

【
山
之
口
地
域
】

川
内　

邦
昭
さ
ん　

☎
57

−

３
４
０
９

前
田　

宣
弘
さ
ん　

☎
57

−

３
７
０
０

川
添
智
恵
子
さ
ん　

☎
57

−

４
２
１
０

【
高
城
地
域
】

堤　
　

厚
夫
さ
ん　

☎
59

−

９
８
４
７

嶋
田　

靖
也
さ
ん　

☎
58

−

４
５
０
５

池
田　

洋
子
さ
ん　

☎
58

−

２
５
３
２

【
山
田
地
域
】

福
森　

利
明
さ
ん　

☎
64

−

２
７
５
２

日
高　

厚
子
さ
ん　

☎
64

−

０
２
５
０

鈴
木　

義
勝
さ
ん　

☎
64

−

２
２
２
５

【
高
崎
地
域
】

坂
元　

義
文
さ
ん　

☎
62

−

１
６
１
３

仮
屋
由
紀
子
さ
ん　

☎
62

−

４
８
５
８

萬
徳
雄
一
郎
さ
ん　

☎
62

−

２
０
１
５

椎
屋　

妙
子
さ
ん　

☎
62

−

０
３
９
１

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
５
月
８
日

の
「
世
界
赤
十
字
デ
ー
」
に
合
わ
せ
、

毎
年
５
月
を
赤
十
字
運
動
月
間
と
し
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
赤
十
字
活
動
へ
の
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
国
際
活
動
、

災
害
救
護
活
動
、救
急
法
の
普
及
活
動
、

血
液
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
日
本
赤
十
字
社
宮
崎
県
支
部
都
城

市
地
区
で
は
、
福
祉
課
と
各
総
合
支
所

健
康
福
祉
課
に
事
務
局
を
置
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
災
害
時
の
被
災
者
救
援
活
動

　

災
害
現
場
へ
の
医
師
や
看
護
師
、
救

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、
救
援
物
資

の
配
布
や
被
災
者
へ
の
炊
き
出
し
、
心

身
の
ケ
ア
や
避
難
所
運
営
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
の
被
災

者
に
、
市
職
員
が
毛
布
な
ど
の
配
布
を

行
っ
て
い
ま
す

●
献
血
（
血
液
事
業
）

　

輸
血
の
必
要
な
人
へ
新
鮮
で
健
全
な

血
液
を
提
供
す
る
た
め
、
市
内
各
地
で

献
血
車
に
よ
る
献
血
の
お
願
い
を
行
っ

て
い
ま
す

●
赤
十
字
奉
仕
団
の
育
成

　

福
祉
施
設
や
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

と
の
交
流
、救
急
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
）

普
及
の
講
習
会
、
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
た
と
き
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を

使
っ
て
被
災
状
況
確
認
や
救
援
活
動
へ

の
迅
速
な
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
赤
十

字
奉
仕
団
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
都
城
市
地
区
で
は
６
つ
の
赤
十

字
奉
仕
団
（
分
団
を
含
む
）
が
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

●
募
金
や
義
援
金
の
受
付

　

災
害
に
よ
る
国
内
・
国
外
の
被
災
者

へ
の
直
接
的
な
医
療
救
援
活
動
や
、
物

資
の
提
供
な
ど
の
資
金
と
し
て
、
募
金

や
義
援
金
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す問　

福
祉
課　

☎
23

−

２
９
８
０

　
　

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
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体
育
施
設
の
利
用

　

次
の
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
各
地

区
体
育
協
会
な
ど
で
事
前
に
利
用
調

整
会
議
を
行
い
利
用
を
許
可
し
て
い
ま

す
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

　
　

☎
23

−

９
５
４
６

【
姫
城
地
区
】

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
、
姫
城
公

園
運
動
広
場
、
明
道
小
体
育
館
、
南
小

体
育
館
、
姫
城
中
体
育
館

問　

姫
城
地
区
公
民
館　

　
　

☎
46

−

２
６
０
３

【
妻
ヶ
丘
地
区
】

上
長
飯
一
万
城
地
区
体
育
館
、
東
小
体

育
館
、
上
長
飯
小
体
育
館
、
妻
ヶ
丘
中

体
育
館

問　

妻
ヶ
丘
地
区
公
民
館　

　
　

☎
23

−

８
５
９
２

【
小
松
原
地
区
】

小
松
原
地
区
体
育
館
、
小
松
原
地
区
市

民
広
場
、
大
王
小
体
育
館
、
小
松
原
中

体
育
館

問　

小
松
原
地
区
公
民
館　

　
　

☎
24

−

１
９
０
０	

	

【
祝
吉
地
区
】

祝
吉
地
区
体
育
館
、
川
東
小
体
育
館
、

祝
吉
小
体
育
館
、
祝
吉
中
体
育
館

問　

祝
吉
地
区
公
民
館　

　
　

☎
23

−

２
８
９
０	

	

【
五
十
市
地
区
】

五
十
市
地
区
体
育
館
、
鷹
尾
市
民
広

場
、
今
町
小
体
育
館
、
明
和
小
体
育
館
、

五
十
市
小
体
育
館
、
五
十
市
中
体
育
館

　

問　

五
十
市
地
区
公
民
館　

　
　

☎
23

−

２
１
８
４	

	

【
横
市
地
区
】

横
市
地
区
体
育
館
、
横
市
市
民
広
場
、

西
小
体
育
館
、
西
中
体
育
館

問　

横
市
地
区
公
民
館	

　
　

☎
25

−
２
２
５
７	

	
【
志
和
池
地
区
】

志
和
池
地
区
体
育
館
、
志
和
池
市
民
広

場
、
丸
野
小
体
育
館
、
志
和
池
小
体
育

館
、
志
和
池
中
体
育
館

問　

志
和
池
地
区
公
民
館

　
　

☎
36

−

０
５
１
９	

【
沖
水
地
区
】

沖
水
地
区
体
育
館
、
沖
水
市
民
広
場
、

沖
水
小
体
育
館
、
沖
水
中
体
育
館　

問　

沖
水
地
区
公
民
館	

　
　

☎
38

−

１
０
３
３

【
中
郷
地
区
】

中
郷
地
区
体
育
館
、
中
郷
市
民
広
場
、

安
久
小
体
育
館
、
梅
北
小
体
育
館
、
中

郷
中
体
育
館　

問　

中
郷
地
区
公
民
館	

　
　

☎
39

−

０
７
１
３

【
庄
内
地
区
】

庄
内
地
区
体
育
館
、
庄
内
市
民
広
場
、

庄
内
小
体
育
館
、
菓
子
野
小
体
育
館
、

乙
房
小
体
育
館

問　

庄
内
地
区
公
民
館　

　
　

☎
37

−

０
８
８
８	

【
西
岳
地
区
】

西
岳
地
区
体
育
館
、
西
岳
市
民
広
場

問　

西
岳
地
区
公
民
館	

　
　

☎
33

−

２
０
０
０	

	

【
下
長
飯
】　

下
長
飯
市
民
広
場	

問　

下
長
飯
自
治
公
民
館
（
相
葉
）

　
　

☎
39

−

３
９
５
８	

【
大
岩
田
】　

大
岩
田
市
民
広
場	

問　

市
斎
場　

☎
39

−

０
２
６
０

【
今
町
】　

今
町
地
区
多
目
的
研
修
集
会

施
設　

問　

管
理
組
合
（
石
井
）

　
　

☎
39

−

４
３
５
８	

【
都
城
運
動
公
園
体
育
施
設
】

体
育
館
、
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
、
庭

球
場
、
弓
道
場
、
洋
弓
場
、
武
道
館

問　

都
城
運
動
公
園
管
理
事
務
所　

　
　

☎
23

−

７
５
０
２	

	

【
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
】

ア
リ
ー
ナ
、
弓
道
場
、
遠
的
弓
道
場
、

会
議
室
、
音
楽
練
習
室
、
視
聴
覚
室

問　

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務
所

　
　

☎
24

−

６
４
５
４	

	
【
山
之
口
運
動
公
園
】

体
育
館
、
武
道
館
、
野
球
場
、
陸
上
競

技
場
、
多
目
的
広
場
、
庭
球
場
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
場	
問　

山
之
口
教
育
課

　
　

☎
57

−

３
１
１
１

【
高
城
地
区
体
育
施
設
】

高
城
運
動
公
園
（
総
合
体
育
館
、
野
球

場
、多
目
的
広
場
、庭
球
場
、弓
道
場
）、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
石
山
体
育
セ
ン

タ
ー
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
高

城
多
目
的
研
修
集
会
施
設
、
高
城
小
体

育
館
、
高
城
中
体
育
館	

問　

高
城
地
区
体
育
協
会

　
　

☎
58

−

５
５
１
４	

	

【
山
田
地
区
体
育
施
設
】

山
田
第
１
運
動
公
園
（
陸
上
競
技
場
・

野
球
場
・
多
目
的
広
場
・
庭
球
場
）、

山
田
第
２
運
動
公
園
、
一
堂
ヶ
丘
運
動

公
園
（
運
動
広
場
・
芝
生
広
場
）、
木

之
川
内
体
育
セ
ン
タ
ー
、
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、山
田
体
育
館
、

山
田
柔
剣
道
場
、
山
田
中
体
育
館　

問　

㈱
く
え
び
こ
山
田　

　
　

☎
64

−

３
４
５
５	

	

【
高
崎
総
合
運
動
公
園
】

総
合
体
育
館
、
陸
上
競
技
場
、
多
目
的

広
場
、
庭
球
場
、
野
球
場
、
大
牟
田
地

区
体
育
館

問　

総
合
体
育
館
事
務
所	

　
　

☎
62

−

４
４
４
８	

	

【
高
崎
地
区
体
育
施
設
】

高
崎
小
体
育
館
、
高
崎
中
体
育
館
、
縄

瀬
小
体
育
館
、
笛
水
中
体
育
館　

問　

高
崎
地
区
体
育
協
会	

　
　

☎
62

−

４
４
４
８
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５
月
は
軽
自
動
車
税
と

自
動
車
税
の
納
期
で
す

　

軽
自
動
車
税（
市
税
）お
よ
び
自
動
車

税（
県
税
）は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

バ
イ
ク
、
軽
自
動
車
、
普
通
自
動
車
な

ど
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

６
月
１
日
㈪
ま
で
に
近
く
の
金
融
機

関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど（
通

知
書
裏
面
に
記
載
）で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
５
月
20
日
㈬
を
過
ぎ
て
も
納

税
通
知
書
が
届
か
な
い
と
き
に
は
、
各

問
い
合
わ
せ
先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
軽
自
動
車
税
の
月
割
り
課

税
は
、
昭
和
56
年
度
に
廃
止
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、割
戻
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
】

●
対
象  

身
体
障
が
い
者
な
ど
が
所
有

し
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
軽
自
動

車
な
ど

※
障
が
い
の
等
級（
程
度
）に
よ
り
、
減

　

免
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。
ま
た
、
減
免
は
普
通
自
動
車
を

　

含
め
１
台
に
限
り
ま
す

　

５
月
25
日
㈪
ま
で
に
、
①
軽
自
動

車
税
減
免
申
請
書
、
②
印
鑑（
ス
タ
ン

プ
式
印
鑑
は
不
可
）、③
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
、
④
車
検
証
ま
た
は
標
識
交
付

証
明
書
、
⑤
運
転
免
許
証
、
⑥
家
族
が

運
転
す
る
場
合
は
、生
計
同
一
証
明
書

（
福
祉
事
務
所
発
行
）と
通
学
・
通
院
証

明
書
な
ど
を
持
参
の
上
、
市
民
税
課
、

ま
た
は
各
総
合
支
所
財
務
課
に
申
請

問　

軽
自
動
車
税（
軽
自
動
車
・
バ
イ

ク
・
小
型
特
殊
・
農
耕
用
）は

市
民
税
課　

☎
23

−

２
１
２
３

ま
た
は
各
総
合
支
所
財
務
課

自
動
車
税（
普
通
自
動
車
）は　

都
城
県

税
・
総
務
事
務
所　

☎
23

−

４
５
１
６

子
ど
も
を
育
て
る
体
験
活
動

実
施
団
体
へ
の
補
助
金

　

子
ど
も
の
体
験
活
動
事
業
を
実
施
す

る
団
体
か
ら
の
補
助
金
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

●
交
付
対
象　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

対
し
、
家
庭
、
学
校
お
よ
び
地
域
の
協

働
に
よ
り
、
ま
た
は
複
数
の
社
会
教
育

関
係
団
体
が
連
携
し
て
、
自
然
体
験
・

宿
泊
体
験
・
職
業
体
験
な
ど
の
体
験
活

動
事
業
を
実
施
す
る
、
市
内
の
小
学
校

区
以
上
を
単
位
と
し
た
地
域
の
団
体

●
補
助
金
額　

食
糧
費
を
除
い
た
対
象

経
費
の
３
分
の
１
以
内
と
し
、
20
万
円

を
限
度
。（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
応

募
状
況
に
よ
り
、
補
助
金
額
が
申
請
額

よ
り
下
回
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
申
請
期
限　

５
月
29
日
㈮

問　

生
涯
学
習
課　

　
　
　

☎
23

−

９
５
４
５

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

所
持
者
の
バ
ス
運
賃
割
引
き

　

宮
崎
交
通
の
バ
ス
の
一
般
乗
車
運
賃

が
５
割
、
定
期
乗
車
運
賃
が
３
割
引
き

に
な
り
ま
す
。
バ
ス
運
賃
を
支
払
う
前

に
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

所
持
者

※
高
速
バ
ス
は
割
引
対
象
外
で
す

問　

福
祉
課　

☎
23

−

２
９
８
０

環
霧
島
会
議
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

霧
島
連
山
を
囲
む
７
市
町
で
構
成

す
る
環
霧
島
会
議
の
第
４
回
目
の
会

合
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
広
域
連
携
を

テ
ー
マ
に
、
総
務
省
の
基
調
講
演
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
わ

せ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
当
日

は
、
宮
崎
・
鹿
児
島
両
県
知
事
の
出

席
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
日
時　

５
月
19
日
㈫

　
　
　
　

12
時
40
分
〜

●
場
所　

高
原
町
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　

ほ
ほ
え
み
館

問　

経
営
戦
略
課

　
　

☎
23

−

２
１
１
５

休日急病診療機関
●診療時間　9：00〜18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号

5/17
 (日）

田口クリニック（内） 24-0600
有馬医院（内・小） 23-2610
あきづき医院（内・心内） 36-0534
宗正病院（外） 22-4380
酒井皮膚科（皮） 25-5322
武田産婦人科（産・婦） 22-0336
新森歯科医院 24-2126

5/24
（日）

宇宿医院（内・小・胃） 25-9031
しげひらクリニック（内） 27-5555
大橋クリニック（内・消・リハ） 37-0539
吉松病院（外・整） 25-1500
山路医院（外・内） 64-3133
小山田眼科（眼） 22-0710
末原歯科医院 37-0047

5/31
（日）

柏村内科（内・消・循・呼） 22-2616
あきと内科胃腸科（内・胃） 46-5500
仮屋医院（内・小） 36-0521
野口脳神経外科（脳外科） 47-1800
山下医院（胃・外） 52-1348
すみ産婦人科（産・婦） 23-1152
財部歯科医院 38-0467

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎
23-5555、歯科医師会は☎ 25-4100）で
確認してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局

5/17
（日）

きたはら、すずかけ、ハートフル
ひむか調剤蔵原

5/24
（日）

上町おおた、ふれあい庄内
みどり、そうごう山田

5/31
（日）

キャロット、そうごう志和池
調剤日研、つかさ

環
霧
島

Inform
ation

みやざき医療ナビ
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日
程

巡　

回　

場　

所

巡　

回　

時　

間

５/15
㈮

御
池
小
学
校

西
岳
地
区
公
民
館

庄
内
小
学
校

13
時
00
分
～
13
時
20
分

13
時
50
分
～
14
時
20
分

14
時
40
分
～
16
時
00
分

５/16
㈯

祝
吉
地
区
公
民
館

沖
水
小
学
校

石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

10
時
45
分
～
11
時
30
分

13
時
00
分
～
14
時
00
分

14
時
30
分
～
15
時
00
分

５/19
㈫

乙
房
小
学
校

志
和
池
小
学
校

13
時
00
分
～
13
時
50
分

14
時
30
分
～
16
時
00
分

５/21
㈭

川
東
小
学
校

谷
頭
児
童
館

13
時
00
分
～
14
時
00
分

14
時
30
分
～
15
時
00
分

５/23
㈯

明
和
小
学
校

鷹
尾
五
丁
目
公
民
館

市
営
都
原
団
地

13
時
00
分
～
13
時
30
分

13
時
40
分
～
14
時
10
分

14
時
20
分
～
14
時
50
分

５/26
㈫

木
之
川
内
小
学
校

14
時
00
分
～
16
時
00
分

５/27
㈬

縄
瀬
小
学
校

高
崎
地
区
公
民
館

13
時
10
分
～
13
時
55
分

14
時
15
分
～
14
時
45
分

５/28
㈭

安
久
小
学
校

小
松
原
地
区
公
民
館

ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

な
が
や
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時
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～
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時
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分

５/30
㈯
山
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団
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時
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時
40
分

13
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～
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時
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分
～
14
時
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今
町
小
学
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梅
北
小
学
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時
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～
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時
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時
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時
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６/ ３
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吉
之
元
小
学
校

西
岳
小
学
校
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時
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分
～
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時
50
分

14
時
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分
～
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時
30
分

移
動
図
書
館 

く
れ
よ
ん
号

巡
回
予
定

都城市立図書館
休館日：５月14日・18日・25日、６月１日・４日〜17日 ／ 開館時間：９：30〜18：50
高城図書館
休館日：５月17日・19日・26日、６月２日・９日・16日 ／ 開館時間：９：30〜18：00

インフォメーション

図書館からのお知らせ
自主グループの文化講座に参加してみませんか？

短歌講座、狂句講座、俳句講座、文章講座、
古典文学講座

※詳しくは都城市立図書館までお問い合わせください

読み聞かせの部屋（定員20人程度）

お話しの部屋“そら豆”
●日時　5月28日㈭ 11：00〜11：30

●問い合わせ
　都城市立図書館　☎22-0239
高城図書館　　　☎58-4224

アンデスの小さな村に住む少
女の貧しいけれど心豊かな日
常を、スケッチのような温か
い挿絵とともに描いています。

日本は6,852もの島々から成っ
ていることを知っています
か？　そんな島々の自然や暮
らしを描いた写真絵本。

「恐竜の飼いかた教えます」

ロバート・マッシュ（著）、新妻昭夫・山下恵子（訳）
平凡社 （ 出版 ）

マンションで飼える初心者
向けの恐竜は？　趣味や用
途に合わせた恐竜の飼い方
の手引書です。

今月のおすすめの本

17
65

14

「サンカクノニホン
　6852 の日本島物語」

伊勢華子 （ 写真 ・ 文 )
ポプラ社 （ 出版 )

「アンデスの少女 ミア
　－希望や夢のスケッチブック」
マイケル ・フォアマン （ 作 ）、長田弘 （ 訳 ）
ＢＬ 出版 （ 出版 ）

「アレンジャーズ・サミット2009」
作編曲家たちによるアレンジの妙を
お楽しみください。
●日時：６月７日 ㈰ 18 時開演
●会場：都城市総合文化ホール
●出演：服部克久、すぎやまこういち、
　　　　小六禮次郎、萩田光雄、
　　　　三枝成彰、ボブ佐久間、
　　　　猿谷紀郎、渡辺俊幸、
　　　　丸山和範、サーカス
●問い合わせ：都城市総合文化ホール　☎ 23-7140　
 　　　　　　 （チケット専用電話番号　☎ 23-7190）

●日時・演目
　５月15日㈮『第八夜　男と女の物語』（宵がたり）
　５月22日㈮『オ・ト・メ』
　　　　　　 　（演劇パフォーマンスユニットおとや）
　両日とも19時30分開演

●会場
　ウエルネス交流プラザ
　ムジカホール

●問い合わせ
　ウエルネス交流プラザ
　☎ 26 - 7770

金曜劇場

282009.5



・毎月第２日曜日に開催しているぼんち市を楽し
みにしています。市の催しや行事に参加してい
きたいと思っています。	 （都原町　Mさん）

・都城讃歌を読むたびに ｢都城出身の人って第一
線で活躍しているんだなぁ｣ と感じます。私も
一歩でも近づくために頑張ろうと思います。

（山之口町　Tさん）

・３月号の ｢読めば納得！　裁判員制度｣ を読ん
で、裁判員制度が５月21日から始まることを知
りました。人ごとではなく、真剣に目を通しま
した。	 （庄内町　Tさん）

・都城市に生まれてから60数年、この地に支えら
れて生きてきました。これからも、このまちが
文化、人とともに成長していく事が楽しみです。
年とともにまちの良さが分かってきます。

（鷹尾３丁目　Aさん）

・結婚前に比べて体重が増加し、最近焦りが出て
きました。暮らしの情報や教育集会所主催の教
室などから選んで、運動しようと思います。

（安久町　うーあさん）

・ ｢日本一の肉のまち｣ を目指した取り組みが始
まっています。都城の地に残り、農業を職業と
して頑張っている若者を育ててほしいですね。

（郡元町　Yさん）

国際交流員
のひとりごと

　私のモンゴル人の友人が今がんと闘っていま
す。都城市に研究のために来ていた彼女は、体に
異変を感じ今年の 1月に検査を受け「乳がん」と
いうことが分かりました。がんがすごく進行して
いたので、一日も早く治療が必要でした。現在
28歳の彼女は「こんな若さでがんになった」と
いうことを今でも信じられないと言っています。
　彼女は日本で治療を始めましたが、治療には 1
年ぐらいかかることが分かりました。もちろん医
療費も高額です。しかし、彼女には収入が一切あ
りません。
　そこで私たちは彼女のために募金活動を始めま
した。この活動を通して、泣きながら「協力する
よ」と言ってくれる人や、自分も病気なのに精一
杯募金してくれるさまざまな人たちと出会いまし
た。この出会いは、日本で見つけたもう一つの宝
物です。私は一回り大きくなり、心がもっと豊か
になったような気がします。
　言葉では不十分ですが、バトちゃん募金に協力
してくれた皆さん、本当にありがとうございます。

ツェンデスレンさん
（モンゴル）Vol.12

優しい心ありがとう

●問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から
一部を紹介します。また、皆さんから寄せられたご意見
につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

▼点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

わ
た
し
の
一
言

今
月
号
を
読
ん
で
の
感
想



イベントカレンダー

5/16
〜6/15

※［　　］内は場所、問は問い合わせ先
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広報クイズ
読者

プレゼント

施設案内 ※5月16日〜6月21日の日程

▪美術館（姫城町）	 ☎２５−１４４７
開館時間　9：00〜17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　５月18日・25日、６月１日・８日・15日
・Ｓ氏コレクション＋収蔵作品展（〜６月21日）

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　５月18日・25日、６月１日・８日・15日

▪都城歴史資料館（都島町）	 ☎２５−８０１１
開館時間　9：30〜17：00（入館は16：30まで）

▪人形の館（山之口町）	 ☎５７−５２９５
開館時間　9：30〜17：00（入館は16：30まで）

▪山之口弥五郎どんの館（山之口町）	☎５７−３７１３
開館時間　9：00〜17：00

▪高城郷土資料館（高城町）	 ☎５８−５９６３
開館時間　9：30〜17：00（入館は16：30まで）

▪旧後藤家商家交流資料館（高城町）	☎５８−６９００
開館時間　10：00〜16：00

▪たちばな天文台（高崎町） 	 ☎６２−４９３６
開館時間　金土19：００〜22：００、土日９：３０〜17：００
※開館時間以外の入館はご連絡ください

入館料　中学生以上300円　小学生100円
・最も観察しやすい時期の土星を楽しみませんか？　
 （金・土曜日の夜間）
・青空に金星を見つけよう！（土・日曜日の昼間）

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　５月18日・25日、６月１日・８日・15日

入館料　無料
休館日　５月18日・25日、６月１日・８日・15日

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　５月18日・25日、６月１日・８日・15日

入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　５月18日・25日、６月１日・８日・15日
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読
ん
で
当
て
よ
う

知
っ
て
当
て
よ
う

５月 

15日㈮〜
17日㈰

ビーチバレーＪＢＶツアー2009
［霧島ファクトリーガーデン］
問霧島ファクトリーガーデン
　☎21−8111

６月

６日㈯
10：30〜

12番街かっぱげんき市
［中央通り12番街］
問商業観光課　☎23−2983

６日㈯
13：30〜

東霧島神社　「お田植え祭」
［高崎町東霧島神社］
問東霧島神社　☎62−1713

６日㈯・
７日㈰

お口の健康フェスティバル
［交流プラザ］
問都城市北諸県郡歯科医師会
　☎24−2218

７日㈰
９：00〜

高崎町どろんこバレーボール祭
［高崎小学校南側の水田］
問高崎総合体育館　☎62−4448

14日㈰
８：00〜

都城ぼんち市　［東中町通り］
問都城商工会議所　☎23−0001

14日㈰
８：00〜

あじさい市
［山之口勤労福祉センター］
問あじさい市部会　☎57−2016

14日㈰
10：00〜

くまその里よろず市
［滝の駅せきのお］
問くまその里よろず市実行委員会
　☎37−0373



市の提供番組紹介
世帯
人
人
人

（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）

今月の表紙

テレビ番組の案内

ラジオ番組の案内

▪
３
月
号
ク
イ
ズ
結
果　

応
募
総
数
41
通

◎
正
解　

①
南
九
州　

②
日
本
一　

③
上
原

都城市現住人口

70,237
167,865
78,589
89,276

−111
−849
−470
−379

大空にのびやかに舞う
色とりどりのこいのぼり

　都城の季節の風物詩となっている庄内川のこい
のぼり。荘内商工会青年部が、毎年この時期に庄
内川沿いの堤防 150メートルにわたり、30本のモウ
ソウ竹を設置してい
ます。訪れた人たち
は、大空に舞う 150匹
の色とりどりのこい
のぼりを見上げなが
ら、川面を走る春風
を感じていました。

　新年度がスタートしました。昨年１年間を通してさまざ
まなイベントを取材し、感じたことは、地域を盛り上げよ
うと頑張っているスタッフの ｢情熱｣。「情熱」を持って取
り組んでこそ、イベントは成功するのだと教わりました。
私も広報担当として２年目を迎え、市民の皆さんに読んで
もらえる広報紙を作成するために ｢情熱｣ と広報マンに必
要な「好奇心｣ を持って取り組んでいきたいと思います。

（明）

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月〜金曜日（祝日除く）15：30〜15：45
　市民参加型のラジオ番組を放送しています。
　出演については、秘書広報課（☎23−3174）

■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月〜金曜日
　9：49〜9：54、16：25〜16：30（再）
　市からのお知らせ、イベント情報などを放送します。
　毎週火曜日放送の「BON☆（ボンスタ）」
　（12：00〜13：00）でも、市政情報や市民活動の
　紹介などをしています

■BTVケーブルテレビ（5ch）　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① ６ ：50 〜　② 11：50 〜　③ 17：50 〜
　④ 20：50 〜　⑤ 22：50 〜

■今後の放送予定
　５月 21 日〜 31 日
　「お口の健康フェスティバル」
　６月 1 日〜 10 日
　「災害に備えて」
　６月 11 日〜 20 日
　「男女共同参画週間」
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毎
月
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る
広
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、
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い
ま

す
。

平成21年４月１日現在　　　 （ 前 月 比 ）
世　帯　数
人 口 総 数
　　　　男
　　　　女
※国勢調査に基づく推計人口です。

お口の健康フェスティバル
（昨年の様子）
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